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蒲ケ谷原遺跡　巻頭図版1

1　蒲ケ谷原遺跡遠景（西より）

2　蒲ケ谷原遺跡全景（東より）



巻頭図版2　蒲ケ谷原遺跡

2　蒲ケ谷原遺跡15号竪穴住居出土弥生土器



序

静岡県の中西部に位置する榛原郡の南部、相良町や榛原町においては、開発事業に伴う調査

は少なく、遺跡の様相は専ら採集資料や小規模に行われた発掘調査による資料により明らかに

されてきた。しかし、近年、静岡空港建設事業が広域的に実施され、また国道150号線バイパス、

国道473号線バイパスの建設が推進されるなど、大規模開発の増加とともに、消え行く遺跡の発

掘調査も増加傾向にある。

このような状況の中で今回の発掘調査が行われた相良町では本格的に調査された遺跡は少な

いが、相良城、小堤山横穴墓群、大寄横穴墓群、花ノ木遺跡、天ノ川遺跡、金山遺跡などに対

して調査が実施され、いずれも相良町を含めた榛原都城、ひいては静岡県の歴史を解明するに

あたっても欠かすことのできない重要な遺跡が多い。

今回調査の行われた蒲ケ谷原遺跡、大溝遺跡の調査においても多くの新知見を加えることが

できた。

まず、蒲ケ谷原遺跡では、平地部分からやや奥まった尾根上に立地するなどこれまで遺跡が

あるとは考えられていなかった場所に集落が確認された意義は大きい。遺跡は茶樹の改植によ

り残存状況は決して良好であるとはいえないが、弥生時代の掘立柱建物、竪穴住居などをはじ

めとする遺構群や縄文時代早期・中期、弥生時代中期～後期の土器と石器が出土した。このよ

うに丘陵地上が古くから人々の生活の場であったことを明らかにできたことは重要である。さ

らに、出土した遣物を検討すると、弥生時代には遠江と駿河両地域の影響を受けていることが

わかった。今後は遠江南部地域だけではなく東海地方全域とのかかわりの中で、蒲ケ谷原遺跡

の評価を考えなければならない。

一方、大溝遺跡では、蒲ケ谷原遺跡同様遺跡の存在が想定できない場所で掘立柱建物が発見

された意義は大きい。出土遣物は古墳時代終末期から奈良・平安時代、鎌倉時代に及ぶことか

ら、大規模ではないにせよ断続的に集落が営まれていたことが判明し、駿河湾や萩間川を臨ま

ない地域の集落として、その評価を考える必要があろう。

最後になるが、今回の調査が相良町をはじめとする榛原郡域の地域史を解明する一助となれ

ば幸いである。また、調査および報告書作成にあたり、ご協力を頂いた静岡県御前崎土木事務

所、相良町役場、相良町教育委員会にお礼申し上げるとともに、現地作業および資料整理に尽

力した調査員・作業員の労苦を労いたい。

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所　　長　　斎　藤　　忠



口

しずおかけんはいばらぐんさがらちょうじとうがた　　　　　　かばがやはら　　さがらちょうすすきおおみぞ

1．本書は静岡県榛原郡相良町地頭方745－1他に所在する蒲ケ谷原遺跡と、相良町須々木字大溝地内に
おおみぞ

所在する大溝遺跡の発掘調査報告書である。　　　　－

2．調査は、（国）150号線道路改良（地域連携2B）（地域高規格）事業に伴う発掘調査として実施され、

静岡県御前崎土木事務所から委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもとに相良町教育委員会

の協力を得て、財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

3．調査は恥．6、9～13、21・22地点の確認調査を平成13（2001）年4月1日～6月30日、抽・8地点の

確認調査を平成13年10月1日～10月31日に実施した。蒲ケ谷原遺跡の本調査は、平成13年7月26・27

日および平成13年11月1日～2月28日に実施した。また、大溝遺跡の本調査を平成13年11月16・17日

に実施した。

資料整理および報告書作成は平成16年7月1日～9月30日まで実施した。

4．調査体制は以下のとおりである。

所　 長 副所長 常務理事 調査部長 調査部次長 調査課長 総　 務　 部 担　 当　 者

確認調査
（平成13）

斎藤　 忠 山下　 晃 ＿ 粂田徳幸 佐藤達雄 及川　 司 篠原修二
本杉昭一 （課長）
山本広子 （係長）

大谷　 宏治
丸杉俊一郎
深田　 雅一

発掘調査
（平成13）

斎藤　 忠 山下　 晃 粂田徳幸 佐藤達雄 及川　 司 篠原修二
本杉昭一 （課長）
山本広子 （係長）

深田　 雅一

資料整理
（平成16）

斎藤　 忠 飯田英夫 平松公夫 山本昇平
粟野　 克己
佐野五十三

足立順司
鎌田英巳 （次長）
鈴木訓生

大谷　 宏治

5．蒲ケ谷原遺跡の現地の基準点測量、空中写真撮影ならびに空中写真測量は玉野総合コンサルタント

株式会社に委託し、それ以外は当研究所職員が実施した。また、報告書の作成にあたって、蒲ケ谷原

遺跡の全体図トレースおよび石器の実測・トレースは株式会社フジヤマに委託した。また、蒲ケ谷原

遺跡から出土した炭化材の年代測定と樹種同定は株式会社パレオ・ラボに委託し、分析を進めた。

6．恥．9～13地点ならびに恥．21・22地点の確認調査の写真撮影は調査研究員　大谷宏治、丸杉俊一郎が

行った。また、恥．8地点および蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡の本調査における遺構の写真撮影は、調査三

課長　篠原修二、調査研究員　深田雅一が実施した。また、遣物の写真撮影は、調査研究員　大谷宏

治、研究所写真室技術員が実施した。

7．本書は、調査にあたった研究所職員の所見をもとに執筆した。執筆分担は下記の通りである。

第Ⅲ章第2節4以外　大谷宏治

第Ⅲ章第2節4　自然科学分析　山形秀樹（パレオ・ラボ）植田弥生（パレオ・ラボ）

8．本書の編集は財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

9．発掘調査の資料ならびに出土遣物は静岡県教育委員会文化課で保管している。

－1－



凡 例

1．本書で使用する記号は、下記のとおりである。

SB　竪穴住居　　SH　掘立柱建物　　SF　土坑　　SD　溝　　SP　柱穴

Tr　試掘溝（試掘坑）

2．本書の土器の種類は下記の網掛けで区別した

□　縄文土器・弥生土器・土師器・かわらけ　　■　須恵器　　田　山茶碗

3．遺構番号について

蒲ケ谷原遺跡の発掘調査において遺構番号は遺構の種類に関係なく、1番から順次付加したが、報告

に当たって竪穴住居および掘立柱建物、土坑、溝はそれぞれ1番から振り直した。一方、竪穴住居や掘

立柱建物の柱穴の番号などは、調査時のままとした。なお、調査前と調査後の遺構名の対応表を第1表

に記載する。

第1表　蒲ケ谷原遺跡新旧遺構番号対応表

旧遺構名 正式遺構名 旧遺構名 正式遺構名 旧遺構名 正式遺構名

SBOl SBO l SB 40 SBll SH8 1 SHO6

SBO2 SBO2 SB 97 SB12 SH82 SHO7

SB17 SBO3 SB 98 SB13 SH83 SHO8

SB93 SBO4 SB 99 SB14 SFO4 SFO l

SB94 SBO5 SB 55 SB15 SP62 SPO2

SB95 SI306 SH 96 SH Ol SP63 SFO3

SB 19 （古） SBO7 SH86 SH O2 SF92 SFO4

SB 19 （新） SI308 SH 90 SH O3 SD99 SI）01

SB87 SBO9 SH 89 SH O4 SD54 SI）02

SB88 SBlO SH8 0 SH O5 SD77 SDO3

SB16～18は新規

現地調査および本書の作成に当たっては、静岡県御前崎土木事務所、相良町教育委員会、相良町役場、

相良町中央公民館にご協力頂いた。また、相良町大沢地区自治会にプレハブの設置等においてご理解と

ご協力を頂いた。銘記して深謝します。

また、向坂鋼二先生には縄文土器に関してご指導賜り、伊藤適玄先生には石材の材質に関してご指導

いただいた。また、竹内直文氏には弥生土器について、松井一明氏には山茶碗について懇切なご教示を

頂いた。銘記して深謝します。

さらに、下記の個人・機関にご指導・助言ならびにご協力いただいた。銘記して深謝します（敬称略、

五十音順）。

加藤理文　　河合　修　佐藤由紀男　　柴田　稔　　白澤　崇　菅原雄一　鈴木一有

鈴木　源　　塚本和弘　　中川律子　　松下善和　　溝口彰啓

㈱フジヤマ　　㈱村松商会

－　u　－



次

序……………………………………………………………………‥斎藤　忠

例言…………………………………………………………………………i

凡例…………………………………………………………………………ii

謝辞…………………………………………………………………………ii

目次…………………………………………………………………………1

挿図目次……………………………………………………………………‥　2

挿表目次……………………………………………………………………‥　3

巻頭図版目次…………………………………………………………………・3

図版目次……………………………………………………………………‥　3

写真目次‥……………………………………………………………………　4

第I章　調査に至る経緯・経過と調査の方法…………………………………………　5

第1節　調査に至る経緯………………………………………………………・5

第2節　調査の方法…………………………………………………………‥　6

第3節　調査の経過…………………………………………………………‥　7

第II章　確認調査の結果…………………………………………………………11

第1節　恥．8地点

第2節　恥．9地点

第3節　柚．10地点

第4節　恥．11地点

第5節　柚．12地点

第6節　柚．13地点

第7節　恥．21地点

第8節　柚．22地点

……………………………………………………………・11

……………………………………………………………・13

……………………………………………………………・14

……………………………………………………………・15

……………………………………………………………・16

……………………………………………………………・17

……………………………………………………………・18

……………………………………………………………・20

第Ⅲ章　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡の調査成果…………………………………………21

第1節　遺跡の位置と地理的・歴史的環境…………………………………………21

第2節　蒲ケ谷原遺跡…………………………………………………………26

第3節　大溝遺跡……………………………………………………………・68

第Ⅳ章　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡の評価……………………………………………・72

第1節　蒲ケ谷原遺跡の評価……………………………………………………72

第2節　大溝遺跡の評価………………………………………………………・79

第Ⅴ章　結語…………………………………………………………………・80

註…………………………………………………………………………‥81

参考文献……………………………………………………………………‥81

図版

抄録

奥付

－1－



挿　図

1確認調査各地点の位置

2　No．8地点の調査対象範囲と試掘坑・試掘溝配置図

3　No．8地点試掘坑・試掘溝配置図

4　No．8地点試掘坑・試掘溝出土遣物実測図

5　Nb．9・10地点の調査対象範囲と試掘溝配置図

6　Nb．9地点試掘溝配置図

7　No．10地点言式掘溝配置図

8　No．11地点の調査対象範囲と試掘溝配置図

9　No．11地点試掘溝配置図

10　No．12・13地点の調査対象範囲と試掘清配置図

11No．12地点試掘溝配置図

12　Nb．13地点試掘溝配置図

13　No．21地点の調査対象範囲と試掘溝配置図

14　No．21地点試掘溝配置図

15　No．22地点の調査対象範囲と試掘溝配置図

16　Nb．22地点試掘溝配置図

17　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡の位置①

18　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡の位置②

19　相良町付近の地質分類図

20　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡周辺の遺跡

21蒲ケ谷原遺跡の本調査対象範囲

22　蒲ケ谷原遺跡基本土層図

23　蒲ケ谷原遺跡出土縄文土器・石棒実測図

24　蒲ケ谷原遺跡全体図

25　蒲ケ谷原遺跡SBO2出土遣物実測図

26　蒲ケ谷原遺跡SBOl～03実測図①

27　蒲ケ谷原遺跡SBOl～03実測図②

28　蒲ケ谷原遺跡SBO4実測図

29　蒲ケ谷原遺跡SBO5実測図

30　蒲ケ谷原遺跡SBO6実測図

31蒲ケ谷原遺跡SBO7・08実測図

32　蒲ケ谷原遺跡SBO7・08遣物出土状況詳細図

33　蒲ケ谷原遺跡SBO7・08出土遣物実測図

34　蒲ケ谷原遺跡SBO9実測図

35　蒲ケ谷原遺跡SBlO実測図

目　次

36　蒲ケ谷原遺跡SBll実測図

37　蒲ケ谷原遺跡SBll出土土器実測図

38　蒲ケ谷原遺跡SB12実測図

39　蒲ケ谷原遺跡SB13・14実測図

40　蒲ケ谷原遺跡SB15実測図および遣物出土状況詳細図

41蒲ケ谷原遺跡SB15出土遣物実測図

42　蒲ケ谷原遺跡SB16実測図

43　蒲ケ谷原遺跡SB17実測図

44　蒲ケ谷原遺跡SB18実測図

45　蒲ケ谷原遺跡SHOl実測図

46　蒲ケ谷原遺跡SHO2実測図

47　蒲ケ谷原遺跡SHO3・04実測図

48　蒲ケ谷原遺跡SHO4実測図

49　蒲ケ谷原遺跡SHO5・06実測図

50　蒲ケ谷原遺跡SHO7・08実測図

51蒲ケ谷原遺跡SDOl実測図

52　蒲ケ谷原遺跡SDO2実測図

53　蒲ケ谷原遺跡SDO2出土遣物実測図

54　蒲ケ谷原遺跡SDO3実測図

55　蒲ケ谷原遺跡SFO4実測図

56　蒲ケ谷原遺跡SDO3出土遺物実測図

57　蒲ケ谷原遺跡柱穴出土遣物実測図

58　蒲ケ谷原遺跡遺構外出土遣物実測図

59　大溝遺跡基本土層図

60　大溝遺跡の本調査対象範囲

61大溝遺跡全体図

62　大溝遺跡SHOl実測図

63　大溝遺跡SHO2実測図

64　蒲ケ谷原遺跡竪穴住居柱間と住居規模の関係

65　蒲ケ谷原遺跡竪穴住居柱間規模比較図

66　蒲ケ谷原遺跡掘立柱建物規模比較図

67　蒲ケ谷原遺跡竪穴住居復元配置図

68　蒲ケ谷原遺跡遺構変遷図

69　蒲ケ谷原遺跡出土弥生土器比較図

70　南遠地域東部における主な遺跡の変遷
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挿　表

1　蒲ケ谷原遺跡新旧遺構番号対応表

2　調査地点の確認調査対象面積と確認調査実掘面積

3　蒲ヶ谷原遺跡・大溝遺跡周辺の遺跡地名表

4　蒲ケ谷原遺跡出土炭化材の放射性炭素年代測定および暦

年代校正の結果

5　蒲ケ谷原遺跡出土炭化材樹種同定結果一覧

11蒲ヶ谷原遺跡遠景（西より）

2　蒲ケ谷原遺跡全景（東より）

目　次

6　蒲ケ谷原遺跡の竪穴住居の概要

7　蒲ケ谷原遺跡の掘立柱建物の概要

8　蒲ケ谷原遺跡出土土器観察表

9　蒲ケ谷原遺跡出土石器観察表

10　大溝遺跡の掘立柱建物の概要

11大溝遺跡出土土器観察表

巻頭図版目次

2　1蒲ケ谷原遺跡7・8号竪穴住居完掘状況（東より）

2　蒲ヶ谷原遺跡15号竪穴住居出土弥生土器

図　版　目　次

表紙　蒲ヶ谷原遺跡調査前の状況

11蒲ケ谷原遺跡弥生時代全景（南より）

2　蒲ケ谷原遺跡弥生時代全景（東より）

2　1蒲ケ谷原遺跡弥生時代全景（東南より）

2　蒲ヶ谷原遺跡弥生時代全景（西より）

3　1蒲ケ谷原遺跡SBOl・02完掘状況（東より）

2　蒲ケ谷原遺跡SBO4～SBO6，SHOl完掘状況（東より）

4　1蒲ケ谷原遺跡SBO6完掘状況（西より）

2　蒲ヶ谷原遺跡SBO9完掘状況（東より）

5　1蒲ケ谷原遺跡SBO7・08完掘状況（南より）

2　蒲ケ谷原遺跡SBO7・08完掘状況（東より）

6　1蒲ケ谷原遺跡SBO7・08遣物出土状況①（東より）

2　蒲ケ谷原遺跡SBO7・08遣物出土状況②（東より）

7　1蒲ヶ谷原遺跡SBlO完掘状況（南より）

2　蒲ケ谷原遺跡SBlO完掘状況（西より）

8　1蒲ケ谷原遺跡SBll完掘状況（西より）

2　蒲ケ谷原遺跡SB15完掘状況（北より）

9　1蒲ヶ谷原遺跡SB15遣物出土状況遠景（北東より）

2　蒲ケ谷原遺跡SB15遣物出土状況近景（東より）

101蒲ケ谷原遺跡SHOl完掘状況（南より）

2　蒲ケ谷原遺跡SHO2完掘状況（東より）

111蒲ケ谷原遺跡SHO3・04完掘状況（西より）

2　蒲ケ谷原遺跡SHO4完掘状況（西より）

121蒲ヶ谷原遺跡SHO5・06完掘状況（東より）

2　蒲ケ谷原遺跡SHO7・08完掘状況（西より）

13　1蒲ケ谷原遺跡SDO2完掘状況（北より）

2　蒲ヶ谷原遺跡SFO4完掘状況（南より）

14　蒲ケ谷原遺跡出土遣物①（縄文時代・SBO2・SBll）

15　蒲ヶ谷原遺跡出土遣物②（SBO2，SBO7・08）

16　蒲ケ谷原遺跡出土遺物③（SBO7・08）

17　蒲ケ谷原遺跡出土遣物④（SBO7・08）

18　蒲ケ谷原遺跡出土遣物⑤（SB15）

19　蒲ケ谷原遺跡出土遣物⑥（SB15・SDO3）

20　蒲ケ谷原遺跡出土遣物⑦（SDO3・SP50はか）

21蒲ケ谷原遺跡出土遣物⑧（SP60・遣構外はか）・大溝遺跡出土遺物

221大溝遺跡調査前の状況（南西より）

2　大溝遺跡完掘状況（北より）

231大溝遺跡SHOl・02近景（北東より）

2　大溝遺跡SHO2近景（北東より）
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1委託者との現地協議

2　確認調査の作業①

3　確認調査の作業②

4　大溝遺跡の重機による表土除去作業

5　大溝遺跡の発掘調査作業

6　蒲ケ谷原遺跡の精査作業①

7　蒲ケ谷原遺跡の精査作業②

8　蒲ケ谷原遺跡の空中写真撮影作業

9　蒲ケ谷原遺跡現地説明会の様子

10　基礎整理（土器注記）作業

11土器接合作業

12　土器復元作業

13　図面整理作業

14　トレース作業

15　写真撮影作業

写　真　目　次

16　No．8地点試掘坑の状況

17　No．8地点試掘坑（Tr．6）内遺構検出状況

18　No．9地点試掘溝の状況①

19　Nb．9地点試掘溝の状況②

20　No．9地点試掘溝の状況③

21No．10地点試掘溝の状況

22　No．11地点試掘溝の状況①

23　No．11地点試掘溝の状況②

24　No．12地点試掘溝の状況

25　No．13地点試掘溝の状況

26　No．21地点試掘構内遺構検出状況①

27　Nb．21地点試掘構内遺構検出状況②

28　蒲ケ谷原遺跡出土炭化材の材組織走査電子顕微鏡写真①

29　蒲ケ谷原遺跡出土炭化材の材組織走査電子顕微鏡写真②

30　蒲ケ谷原遺跡出土叩石
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第I章　調査に至る経緯・経過と調査の方法

第1節　調査に至る経緯

（国）150号線は太平洋の海岸線に沿って静岡県内を東西に横断する主要幹線である。しかし、一部片

側複線化が進められているものの、大部分が片側一車線で、かつ交差点での右折路の設置が少なく、榛

原町内や相良町内では慢性的な渋滞が引き起こされている。この渋滞緩和を計るため（国）150号線バイ

パスの建設が計画された。一方、（国）473号線は、東名高速道路相良牧之原インターと（国）150号線を

結ぶ主要道路であり、静岡空港の開港とともに御前崎方面へ向かう交通量の増加や、大型車の増加が想

定される。しかし、（国）473号道路は道幅が狭く、坂道が多い上に、九十九折れであることから（国）

473号線バイパスの建設が計画された。既に一部が着工され、残りの箇所に対しても建設が推進されてい

る。

両国道バイパスは、海岸や平野に面する尾根上や緩斜面を通過することから、既知の遺跡は少ないも

のの未知の遺跡が存在することが想定された。このため静岡県教育委員会文化課と相良町教育委員会が

現地にて協議を行い、立地状況を考慮して、（国）473号線バイパス建設地内に5地点伽．1～5地点）、

（国）150号線バイパス建設地内に18地点伽．6～23地点）を設定し、遺跡の有無および遺跡の内容を確

認するため確認調査を実施することとした。また、このうち幾つかの地点は、工事立会いとした。確認

調査において遺跡の存在が確認された場合には、順次本調査を実施することとした。

木

第1図　確認調査各地点の位置（国土地理院発行1：25，000地形図「掛Jル「御前崎」を複写して加筆。）
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第2節　調査の方法

1　確認調査の方法

（国）150号線バイパスは、海岸線に沿って吉田町、榛原町から相良町へと続き、相良町内でやや海岸

線から離れ、内陸を通過する。相良町大沢地区で（国）473号線バイパスと合流し、海岸線から一つの尾

根を挟んだ内陸側を通り、相良町地頭方で（国）150号線の現道と合流する路線が計画された。確認調査

対象範囲は静岡県教育委員会文化課と相良町教育委員会の協議により、周知の遺跡として認定されてい

ないが、遺跡の存在が想定される箇所とし、（国）473号線バイパス建設範囲における対象地点を抽・1～

5地点とし、（国）150号線バイパス建設範囲における対象地点を柚．6～23地点とした。

今回は静岡県御前崎土木事務所と静岡県教育委員会文化課との協議により土地の取得状況や道路建設

の進行程度に応じて、恥．6（一部）、8～13、21・22地点に対して確認調査を実施することとした。

確認調査は、立地状況に応じて、調査対象地に適度な試掘溝あるいは試掘坑を設定した後、実際に掘

削を進め、遺構・遣物の有無を確認する方法を採用した。まず、重機あるいは人力により表土除去を行っ

た後、遺構の有無を確認する。遺構が確認できない場合には、試掘溝の写真を撮影し、配置図を作成し

た後、埋め戻し、調査を終了する。一方、遺構や遣物が存在する場合には、基本土層および試掘構内の

遺構概略図を作成し、写真を撮影した後、埋め戻し、本調査に備える。
てんの　がわ

なお、蝕．6地点の確認調査の結果は、調査を引き継いだ相良町教育委員会により本調査（天ノ川遺跡）

とともに報告されることとなった。

第2表　調査地点の確認調査対象面積と確認調査実掘面積

地点名 場所 確認調査対象面積 実掘調査面積 確認調査期 間

恥．8 地点 相良町須々木 7，700Id 240 d 平成 13年 10月 9 ～25日

油．9 地点 相良町須々木 1，000Id 80 Id 平成 13年 4 月17～18日

鈍．10地点 相良町須々木 370Id 40 汀宝 平成 13年 4 月19 日

油．11地点 相良町須々木 1，280扇 80 Id 平成 13年 4 月12～16日

恥．12地点 相 良町須々木 600Id 60 Id 平成 13年 4 月 9 ～11日

油．13地点 相良町須々木 430Id 50 Id 平成 13年 4 月 9 ～11日

飾．21地点 相 良町地頭方 2，980 Id 160 Id 平成 13年 6 月 4 ～ 8 日

油．22地点 相 良町地頭方 1，900Id 14 0Id 平成 13年 6 月11～13日

2　本調査の方法

蒲ケ谷原遺跡の本調査は、国土座標（旧日本測地系，日本測地系と表記）に準拠したグリッド杭を設

定し、南北にアルファベットを付け、北からA、B、C‥で、東西にアラビア数字で番号を振り、西か

ら1、2、3‥とし、北西杭の名称をもってグリッド名とする。

まず、重機により表土除去を行う。その後、人力により遺構の検出を行い、確認した遺構を順次掘削

する。遺構は竪穴住居や大型の土坑は四分割し、対称となる2区画に対し土層を確認しながら掘削を進

め、土層図等を作成した後、残りの2区画を掘削する。小型の土坑や柱穴は二分割し、まず土層を確認

しながら半分を掘削した後、必要なものは土層図を作成し、残りの半分を掘削する。

遺構が掘り上がった段階で、ラジコンヘリコプターによる遺跡全体の空中写真撮影および空中写真測

量を実施する。空中写真撮影終了後、空中写真測量図の補正を行うとともに、竪穴住居の貼床の調査を

実施し、それらが終了した後埋め戻しを実施する。　　　　　　　，

大溝遺跡の本調査は、確認調査において遺構の存在が確認された試掘溝飾．6を中心に200Idを対象とし、

発掘調査を行う。まず、重機により表土除去を行った後、遺構の検出を行い、順次掘削を進める。遺構
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調査に至る経緯・経過と調査の方法

は大型のものは四分割し、小型のものは二分割して土層を確認しながら掘削を進める。掘り上がった遺

構から実測、写真撮影を実施し、すべての遺構が掘り上がった段階で全体写真を撮影する。最後に、埋

め戻して調査を終了する。

なお、両遺跡ともに遺構の写真撮影には6×7判カメラ（白黒ネガフィルム）、351Ⅷ判カメラ（カラー

ポジフィルム、カラーネガフィルム）を用いた。また、空中写真撮影および空中写真測量には6×4・5判

カメラ（カラーポジフィルム、白黒ネガフィルム）を用いた。

3　資料整理・報告書作成の方法

資料整理は、まず遺構図台帳の作成後、図面の修正を行う。つづいて、遣構図の報告書用版下原図の

作成、トレース、貼り込みを行う。同時に遺構写真図版版下作成を行う。また、全体図はトレース委託

とし、デジタルトレースを行う。

一方、遺物に関しては出土土器の洗浄・注記・台帳の作成を行った後、出土遺構ごとに器種分類を行

い、接合・復元を実施する。復元が終了した段階で実測・トレース、観察表の作成を行うとともに、写

真撮影を実施し、版下を作成する。また、金属製品はX線写真撮影を実施した後で保存処理を行う0自

然遣物（炭化材）は放射性炭素14分析および樹種同定を実施する。

また、遣物は写真撮影が終了した段階で、梱包を行うとともに、各種台帳を作成し、報告書の印刷終

了後、静岡県教育委員会文化課へ引渡しを行う。

上記の作業とともに、文章の作成を行い、最終的に報告書の編集を行い、入稿し、刊行する。

1委託者との現地協議

2　確認調査の作業①

第3節　調査の経過

1　第1次確認調査

確認調査は、平成13年4月1日～6月30日（第

1次）と、平成13年10月1日～10月31日（第2次）

に実施した。

第1次確認調査は平成13年4月1日よりプレハ

ブの設置を開始した。プレハブが完成した後、4

月9日より相良町須々木地区にて恥．12・13地点の

確認調査を開始した。両地点ともに、尾根上に幅

約1mの試掘溝を設定し、人力にて掘削および精

査を実施した。その結果、両地点ともに遺構・遣

物を確認できなかったことから埋め戻し、調査を

終了した。

つづいて、4月12日より、油．11地点の確認調査

を開始した。No．12・13地点と同様に幅約1mの言式

掘溝を16本設定し、人力にて掘削・精査した。そ

の結果、遺構・遺物ともに確認できなかったため

埋め戻しを行い、調査を終了した。

恥．11地点の確認調査終了後の4月17日より、油．

9地点の確認調査を開始した。幅1mの試掘溝を

設定し、人力掘削を実施した。遺構・遺物は出土
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しなかったため調査を終了した。つづく4月19日

にNo．10地点の確認調査を実施した。幅1mの試掘

溝を設定し、人力掘削を進めたが遺構・遣物とも

に出土しなかったため、埋め戻し、調査を終了し

た。

上記の5地点が終了した5月10日より、相良町

大沢地区にて恥．6地点の確認調査を開始した。恥．

6地点は広範囲に及び、平坦地であることから、

5×5mの試掘坑（以下，Trと表記）を16箇所設

定し、南側から順次0．7I迂バックフォーにて掘削し、

人力にて精査を行った。Tr．1より順次掘削を進め、

Tr．9～13で遺構・遺物を確認した。遺構面は一部

2面の可能性があるものの、おおよそ1面であり、

溝や水田が存在する可能性が高いことが判明した。

遣物には、古墳時代の土師器・須恵器・石製模造

品・建築材のほか、奈良時代の須恵器・土師器、

平安時代の灰粕陶器、鎌倉時代の山茶碗などがあ

り、これらにより遺跡が古墳時代～鎌倉時代に至

ることが判明した。

恥．6地点の確認調査が終了した6月4日より恥．

21地点の確認調査を開始した。確認調査は、試掘

溝を0．7I撼バックフォーにて掘削し、人力にて精査

を実施した。調査対象地の北西側で竪穴住居や柱

穴を確認するとともに、弥生土器が出土した。こ

の部分（約1，000Iポ）には遺跡が存在することが判

明したため、養生を行い、埋め戻しを行った。一

方、東側、南東側は茶樹の改植が行われており、

土器小片が数点出土したものの遺構は確認できな

かった。

恥．21地点の調査終了後、油．22地点の調査を開始

した。恥．21地点と同様の方法で行い、数点遺物片

は出土したものの、茶樹の改植のため遺構は全く

確認できなかった。

恥．22地点の確認調査終了後、結果報告等を作成

し県教育委員会文化課に報告し、プレハブを撤収

し、第1次調査を終了した。

確認調査終了後、この結果を基に、県教育委員

会文化課は遺構・遺物ともに出土した恥．6地点の

一部および賄．21地点の一部を本調査対応に決定し

た。遺跡名は、県教育委員会文化課と相良町教育
てんのがわ

委員会の協議により、恥．6地点は天ノ川遺跡、恥．

3　確認調査の作業②

4　大溝遺跡の重機による表土除去作業

5　大溝遺跡の発掘調査作業

6　蒲ケ谷原遺跡の精査作業①
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調査に至る経緯・経過と調査の方法

8　蒲ケ谷原遺跡の空中写真撮影作業

かばがやはら

21地点は蒲ケ谷原遺跡とされた。

なお、恥．6地点は現在相良町教育委員会が発掘

調査（本調査）を実施しており、確認調査時の試

掘坑の位置や資料等は恥．6地点（天ノ川遺跡）の

報告書に譲る。

2　第2次確認調査の経過および大溝遺跡の本調

査の経過

第2次確認調査は平成13年10月1日より着手し

た。まず、プレハブを設営し、機材の搬入などを

㍗　行い、準備が整った10月9日より相良町須々木地
く

9　蒲ケ谷原遺跡現地説明会の様子

区にて恥．8地点の確認調査を開始した。対象範囲

内に試掘坑・試掘溝を設定し、0．7I迂バックフォー

にて掘削した後、人力にて精査を行った。その結

果、Tr．6で柱穴を確認した。したがって、一部の

み（Tr．6周辺）で遺跡が存在することが判明し、

本調査対象となった。なお、静岡県教育委員会文

化課と相良町教育委員会の協議により恥．8地点は
おおみぞ

大溝遺跡と命名された。

本調査は、11月16日に0．7I迂バックフォーにて表

土除去を行い、つづいて、遺構の検出を行い、柱

穴の掘削を進めた。掘削が終了した段階で、全体

図、遣構図の作成を行うとともに写真撮影を行っ

た。本調査は11月17日に終了した。

3　蒲ケ谷原遺跡の本調査の経過

まず平成13年7月26・27日に橋脚設置対象部分

の調査を実施した。また、残りの部分の本調査は

平成13年11月1日より着手した。

橋脚部分の調査は重機による表土除去を実施後、

頑輸騙陶臣　遺構の精査、掘削を行い、写真撮影・図化作業を

行い、調査を終了した。

残りの部分の調査は、平成13年11月1日のプレ

一一　　一1‥一　、、・、ニ　　三　一・一・

∴亮歪震べ夢尋‾笠誓禁裏‾

鬱㌢≡竿－ゎ′＼率

10　基礎整理（土器注記）作業

穣／嶺
鮎

＼べき

ハブ設営から開始した。11月2日より現地作業を

開始した。まず、0．7I迂バックフォーにて表土（耕

作土）を除去した後、国土座標に基づく基準杭を

h転ぶ㌣　設定した。基準杭設定後精査を進め、遺構の検出

を行った。検出した遺構を順次掘削し、掘り上がっ

た遺構から図面作成、写真撮影を行い、すべての

遺構が掘り上がった1月17日にラジコンヘリコプ

ターによる空中写真撮影・空中写真測量を実施し

－　9　－



た。撮影終了後、竪穴住居の解体を行った。

また、12月16日に現地説明会を開催し、地元住

民をはじめ約150名の参加があった。

平成14年1月21日に現地調査を終了した。

平成14年2月4日にプレハブの解体、および現

地の引渡しを行い、現地調査を終了した。

また、本調査につづいて遺物の洗浄、注記作業、

図面・写真の整理・台帳作成などの基礎整理作業

を実施した。

4　資料整理の経過

資料整理および報告書作成作業は平成16年7月

1日より開始し、遺物の接合、補強・復元を進め

るとともに、接合・復元が終了したものから遣物

実測、拓本採取、写真撮影を進めた。また、一部

を実測委託した。実測終了後、版下原図を作成し

順次トレースを行い、版下を作成した。

遺構は、竪穴住居、掘立柱建物の版下原図を作

成した後、土坑・柱穴等の版下原図を作成した。

その後、トレースを行い、版下を作成した。

また、全体図のトレースを株式会社フジヤマに

委託し、実施した。

さらに、遺構図・遺物図の作成と併行して、本

文および観察表の作成を進めた。

最終的に、9月21日より図面、写真、遺物の収

納作業を行い、記録類、出土遣物を静岡県教育委

員会文化課に引渡し、すべての作業を終了した。

報告書の印刷は、松本印刷株式会社に委託し、

刊行に至った。

11土器接合作業

13　図面整理作業

14　トレース作業

－10－



第II章　確認調査の結果

第1節　NG8地点

1　位置と現状（第2図）

相良町須々木に位置する。No．8地点は、牧之原台地を開削し

た須々木川が形成した比較的大きな谷の緩斜面に位置している。

標高は約20～30mであり、現在は水田あるいは畑として利用さ

れている。

2　確認調査の内容（第3図，写真16）

試掘坑・試掘溝を22箇所設定し、Tr．1から順次、重機により

表土除去を行った後、人力にて遺構の精査を実施した。

ーlll一・一

第3図　NG8地点試掘坑・試掘溝配置図



‰8地点

3　確認調査の結果（第4図，第11表，図版21，写真17）

試掘坑・試掘溝22箇所のうち、確認調査対象範囲のほぼ中央のTr．6で掘立柱建物の一部と想定する柱

穴を数基確認したため、狭い範囲ながらも遺跡が存在することが判明した。

遺構　Tr．6で柱穴数基が出土した（写真17）。

遺物　Tr．3・5・20から須恵器・土師器小片、Tr．6・7から須恵器小片、Tr．13・18から土師器小片、

Tr．9から山茶碗、Tr．19から土師器・山茶碗小片、Tr．20からかわらけが出土した。このうち、図示可能

な須恵器2点、山茶碗3点、かわらけ1点を図示した（第4図）。

須恵器　Tr．6から出土した杯身2点（1・2）を図示した。小片のため、時期は特定できないが、口

径が10cm前後と想定できることから、遠江IV期前半、7世紀前半に位置づけることができる。

なお、胎土や色調などの特徴から、1は湖西産で、2は湖西産以外（地元産か）の可能性が高い。

山茶碗　Tr．19から出土したもの（3・5）とTr．9から出土したもの（4）を図示した。

碗底部片（3）は低い三角形高台で、高台径6．2cmをはかる。底部は糸切り未調整である。小碗の底部か

ら口緑部までの破片（4）は、低い潰れた三角形高台であり、高台端部にソダ痕が確認できる。口緑部

はやや内攣しており、口緑端部はやや内上方に引き出される。口径11．8、高台径5・9cm、器高3・9cmをは

かる。碗の口縁部片（5）は、口緑端部がやや内攣しており、口緑端部は丸く仕上げられている。3～

5は形態的特徴や胎土・色調から東遠江産（金谷産）である可能性が高く（註1，註は81頁）、時期は3

が松井編年山茶碗Ⅲ－1期、13世紀前半、4が松井編年山茶碗Ⅲ－2期、13世紀中葉、5が松井編年山

茶碗I期、12世紀前半に比定できる（松井1993，引用・参考文献は81頁）。

かわらけ　底部片1点（6）がTr．20より出土した。底部は平底である。小片のため時期を特定するこ

とはできない。

4　まとめ

Tr．6のみで柱穴を確認したことにより、Tr．6周辺のみ遺構が存在することが判明した。この周辺の

みを対象として本調査を実施することとなった（第IⅢ章第3節参照）。

軒‾す，
Tr．6

Tr．6

＼ゝ＝＝［王＝プ　6

Tr．20

（1：3）
10cm

第4図　Na8地点試掘坑・試掘溝出土遺物実測図

16　NG8地点試掘坑の状況

7　5
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確認調査の結果

第2節　NG9地点

1位置と現状（第5図）

相良町須々木地内、相良町中央公民館の南西、（国）150号線・県道239号線より西に約300mの丘陵上、

牧之原台地から熊手状に伸びる小尾根の尾根上に位置している。周囲は茶畑として利用されているが、

柚．9地点は雑木林であった。

2　確認調査の内容（第6図）

尾根上に幅1mの試掘溝を10本設定し、人力により表土から掘削し、遺構の有無の確認を実施した。

3　確認調査の結果（写真18～20）

各試掘溝とも遺構・遣物ともに確認できなかった。

4　まとめ

確認調査の結果、遺構・遣物ともに出土しなかったことから、遺跡ではないことが半晒した。

第5図　NG9・10地点の調査対象範回と試掘溝配置図

－13－

＼ニ

Tr．l Tr．6

（1：400） 10m Tr．3

第6図　NG9地点試掘溝配置図



NolO地点

第3節　No．10地点

1　位置と現状（第5図）

相良町須々木地内に位置する。No．9地点から南に伸びる斜面中腹

の平坦地に位置している。雑木林となっており、人為は加えられて

いない。

2　確認調査の内容（第7図）

平坦面に幅1mの試掘溝5本を設定し、人力により表土から掘削、

遺構の有無の確認を行った。

3　確認調査の結果（写真2日

遺構・遣物ともに確認できなかった。

4　まとめ

遺構・遺物ともに出土しなかったことから、遺跡ではないことが

判明した。 第7図　NalO地点試掘溝配置図

18　No．9地点試掘溝の状況（》 20　NG9地点試掘溝の状況③

19　No．9地点試掘溝の状況② 21NnlO地点試掘溝の状況

－14－



確認調査の結果

第4節　NGll地点

1位置と現状（第8図）

相良町須々木の県道239号線（相良浜岡線）の北側約100mの尾根上に位置しており、雑木林となって

いた。標高は約48mであり、須々木川が形成した平地部や、駿河湾を直接望むことはできない。

2　確認調査の内容（第9図）

尾根上に幅1mの試掘溝を16本設定し、人力により表土除去、遺構の有無の確認を行った。

3　確認調査の結果（写真22・23）

試掘溝すべて遺構・遣物ともに確認できなかった。

4　まとめ

遺構・遣物ともに出土しなかったことから遺跡ではないことが判明した。

第8図　Na日地点の調査対象範囲と試掘溝配置図

－15－

Tr，8

第9図　NG日地点試掘溝配置図



恥．12地点

第5節　NG12地点

1　位置と現状（第10図）

相良町須々木の県道239号線のすぐ北側の尾根上に位置しており、雑木林となっていた。標高は約58～

59mであり、須々木川が形成した平地部分を見下ろすことができるが、駿河湾を直接望むことはできな

い。

2　確認調査の内容（第11図）

尾根上に幅約1mの試掘溝を8本設定し、人力により掘削した。表土直下は地山であり、包含層など

は確認できない。

3　確認調査の結果（写真24）

各試掘溝ともに遺構・遣物は確認できなかった。

4　まとめ

遺構・遣物ともに出土しなかったことから遺跡ではないことが判明した。

第10図　NG12・13地点の調査対象範囲と試掘溝配置図

－16－

O T「．2

Tr．3

ご壬プ

第11図　No．12地点試掘溝配置図



確認調査の結果

第6節　NG13地点

1位置と現状（第10図）

相良町須々木の県道239号線の北側の尾根上に位置しており、抽・12地点と対峠している。雑木林・竹林

となっていた。

2　確認調査の内容（第12図）

尾根上に幅1mの試掘溝を6本設定し、地山まで掘

削を進めた。表土下はすぐに地山となった。

3　確認調査の結果（写真25）

各試掘溝ともに遺構・遺物は確認できなかった。

4　まとめ

確認調査の結果、遺構・遺物ともに出土していない

ことから、遺跡ではないことが判明した。
第12図　Nn13地点試掘溝配置図

24　No．12地点試掘溝の状況

－17－



No，21地点

第7節　No．21地点

1　位置と現状（第13図）

相良町地頭方の（国）150号線から約200m北側の尾根の先端に位置しており、茶畑として利用されて

いた。調査前から茶樹の改植が重機により大規模に行われていることが想定できた。

2　確認調査の内容（第14図）

0．7I迂バックフォーにより幅約1mのトレンチを10本掘削し、順次精査を進めた。耕作土は厚く、表面

から約0．6mの深さまで耕作が及んでいることが判明した。また、Tr．1・2の中央よりやや東よりで、

竪穴住居の可能性が高い柱穴が出土したことから、住居の有無を確認するため、Tr．1・2の東側をつな

げるように拡張し、精査を進めた。

3　確認調査の結果（第14図，写真26・27）

恥．21地点では、確認調査対象範囲のうち、北西側（約1，000Iポ）で竪穴住居および柱穴を多数確認する

とともに、弥生土器を採集した。一方、東側・南東側部分では予想以上に改植が深くまで及んでおり、

遺構は確認できなかった。

なお、試掘溝出土遺物に関しては、第Ⅲ章第2節にて報告する。

4　まとめ

恥．21地点では、北西部分で竪穴住居1軒以上、柱穴多数が出土し、弥生土器が出土したことにより遣

－18－

第13図　Na21地点の調査対象範囲と試掘溝配置図



確認調査の結果

跡であることが確認できた。一方、東側および南側は茶樹の改植が北西側の遺構面よりも深くまで及ん

でおり、遺構は確認できなかった。

したがって、北西部分（1，100nj）のみ本調査の対象となった（第IH章第2節参照）。なお、確認調査
かばがやはら

後、静岡県教育委員会文化課と相良町教育委員会の協議により、「蒲ケ谷原遺跡」と命名された。

（1　400） 10m

第14図　Nn21地点試掘溝配置図

Tr．4　　　Tr・5

26　Nn21地点試掘溝内遺構検出状況① 27　Nn21地点試掘溝内遺構検出状況②

－19－



ND．22地点

第8節　NG22地点

1位置と現状（第15図）

油．22地点は、（国）150号線の北側約100mの微高地上に位置している。標高26mの微高地上に、平坦面

が広がっている。茶畑として利用されていた。

2　確認調査の内容（第16図）

0．7r迂バックフォーにより幅約1mの試掘溝を5m間隔で設定し、表土（耕作土）を掘削する。耕作土

を掘削すると、地表面より1m以上重機による耕作が進んでいることが判明した。

3　確認調査の結果

地元住民の方から確認調査中に、以前はもっと標高が高く、地表面に凹凸があったが、昭和40年代に

重機により茶樹の改植を進めるとともに、地面をならし平坦にしたとのご教示を得た。この指摘と、確

認調査の結果がほぼ一致することから、遺構は存在していた可能性はあるが既に破壊されたと判断した0

なお、試掘溝の改植土中より土師器小片と陶磁器小片が出土した0小片のため図示することはできず、

また器種や時期も不明である。

4　まとめ

油．22地点は、土器片は出土したものの、茶樹の改植による撹乱が著しく、遺構は確認できなかった0

しかし、遣物が出土していることから、本来は奈良・平安時代以降に形成された遺跡であった可能性が

l旨い。

－20－

Tr．4

「　‾　　」

Tr．1

第16図　N822地点試掘溝配置図



第III章　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡の調査成果

第1節　遺跡の位置と地理的・歴史的環境

1　地理的環境（第17～20図）
はいばらぐんさがらちょう

静岡県の中西部に位置する榛原郡相良町は、南西
おまえざきし　　おがさぐんはまおかちょう　　　　おまえぎきちょう

側を御前崎市（旧小笠郡浜岡町，榛原郡御前崎町）、
はいばらちょう　　　　　　　　おがさちょう

北東側を榛原郡榛原町、北西側を小笠郡小笠町、北側
きくがわちょう

を小笠郡菊川町に接している。
まきのはら　　　　　　　　　　　はぎまがわ　しら

相良町は牧之原台地とその間を流れる萩間川、自
いがわすげがやがわ　　　　　　　　　　　　　　するがわん

井川、菅ケ谷川などが開析・形成した平地部、駿河湾

に面する海岸沿の低地で構成される。
かばがやはら

蒲ヶ谷原遺跡は、牧之原台地から南に向かって熊

手状に派生する小尾根の先端の平坦地に立地してお
おさがわ

り、歳川が形成した狭い平地部分を見下ろすことが

できるが、直接駿河湾を望むことはできない。　　第17図蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡の位置①

第18図　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡の位置②（国土地理院発行1：200，000地勢図「静岡」「御前崎」を複写して加筆。）
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遺跡の位置と地理的・歴史的環境

おさがわ

地形からみると、横川が現在（第

20図）とは異なり、一時的に相良
ほりのしんでん

町堀野新田付近で東側に向かって

屈曲し、牧之原台地と御前崎の台

地の間（扇状地）を東側に向かっ

て流れ、御前崎の北東側で駿河湾

に注いでいた可能性が高い。

このように推測すると、蒲ケ谷

原遺跡は、この旧茂川とそれが形

成した平地を臨む、非常に立地条

件のよい場所に形成されたといえ

る。現在は茶畑として開墾が進ん

でいる。
おおみぞ　　　さがらちょうすすき

一方、大清遺跡は相良町須々木

の海岸沿いの丘陵と、その内側の

丘陵との問の谷の緩斜面に立地す

る。現在は水田や畑地として利用

が進んでいる。

2　歴史的環境（第20図，第3表）

（1）旧石器時代

静岡県中西部では、旧石器時代

の遺跡はほとんど確認されていな
はんかわねまち

い。大井川中流の本川根町メタブ

ラ遺跡などで石器が出土している

（本川根町教委2003）に過ぎない。

1　大溝遺跡

2　蒲ケ谷原遺跡

凡　例

［＝］牧ノ原周辺丘陵

旺皿牧ノ原台地

∈∃砂礫台地

囲谷底平野

国扇状地

■一崖

第19図　相良町付近の地質分類図（相良町1993に加筆）

（2）縄文時代

縄文時代の遺跡は、相良町内では約50遺跡確認されており、萩間川と自井川の両岸の尾根上に多く分
みねのだん　　　　　　　　　　せきぽうせきぞく

布している。相良町和田に所在する峯ノ段遺跡は、縄文土器のほか、石棒、石鉄が出土している（相良
おはやし　　　　　　　　　　ませいせきぞく

町1993）。同じく和田に所在する御林遺跡では打製石鉱のほか磨製石鉄も出土している（相良町1993）。
ほうおんあんぎか　　　　　ちんじややま

蒲ケ谷原遺跡（88）が所在する劇11近くの、相良町地頭方地区では法恩庵坂遺跡（102）や鎮守山遺跡（101）

で縄文土器や石器が採集されており（相良町1993）、蒲ケ谷原遺跡と何らかの関係があるものと想定でき
おかみひがししろ　おかみ

る。この他、男神東代の男神遺跡（19）では石剣が出土している（相良町1993）。
ほしのくそ

また、隣接する御前崎市には、多くの石器や縄文土器が出土した星ノ糞遺跡（115，旧御前崎町）や、
だいじんばら　　　　　　　　　やまだ

乳11を望む丘陵上に大陸原遺跡（140，旧浜岡町）、山田遺跡（142，旧浜岡町）が位置する（浜岡町教委
しみず

1999・2000）。星ノ糞遺跡では、縄文時代前期に位置づけられる土器が主体として出土し、東海系の清水
のかみ　　　　　　せがわかそう　　　　　　　きたしらかわかそう　　　　もろいそ

ノ上II式（前期）ほか、背川下層I式（前期）、関西系の北白川下層II式（前期）、諸磯A・B式土器（前

期）が出土している。これ以外に、多量の礫石錘、スクレイパーほか、石鉄や石斧が出土している（相

良町1993）。また、大陣原遺跡では黒曜石の石鉄や石核などが多数出土している。山田遺跡では、磨製石

斧が出土している（浜岡町教委1999）。
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蒲ヶ谷原遺跡・大溝遺跡の調査成果

第20図　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡周辺の遺跡
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遺跡の位置と地理的・歴史的環境

第3表　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡周辺の遺跡地名表

1　法京原遺跡
2　城ノ原遺跡
3　滝堺新城
4　向原遺跡
5　柄沢4号墳
6　柄沢原遺跡
7　柄沢原古墳群
8　海老江坂遺跡
9　江沢Ⅲ遺跡
10　上原遺跡
11滝堺古城
12　滝坂遺跡
13　水神谷古墳群
14　前田遺跡
15　百所遺跡
16　施餓鬼代遺跡
17　細田谷古墳群
18　東代I遺跡
19　男神遺跡
20　鋳物谷遺跡
21東代II遺跡
22　神代遺跡
23　石灰山山麓遺跡
24　沢木遺跡
25　沖代遺跡
26　沖代II遺跡
27　松本古墳
28　西山寺
29　木斜塚古墳
30　大通遺跡
31宮代遺跡
32　西原古墳群
33　相沢古墳
34　西ノ谷遺跡
35　管ケ谷小城

36　東中居館
37　応安寺遺跡

39　柳田古墳群
40　柳田遺跡
41庵ノ下遺跡
42　海老江横穴群
43　両垂I遺跡
44　霊松庵
45　平田寺宝塔
46　両垂II遺跡
47　江湖田遺跡
48　堀ノ内遺跡
49　徳村II遺跡
50　谷川遺跡
51萬松庵
52　徳村I遺跡
53　若王子社遺跡
54　大沢経塚
55　寺下古墳群
56　寺下遺跡
57　鳥居前遺跡
58　大原遺跡
59　中島遺跡
60　相良館
61久保屋敷
62　三ケ月堀遺跡
63　相良城
64　市場遺跡
65　本多氏居館
66　園横穴墓群
67　花ノ木遺跡
68　山本遺跡
69　山本古墳群
70　佐美田遺跡
71馬見塚下I遺跡
72　馬見塚横穴群
73　馬見塚下II遺跡
74　小堤I遺跡
75　小堤山横穴墓群

76　波津ノ谷遺跡
77　小堤II遺跡
78　浜田遺跡
79　波津陣屋
80　御殿所遺跡
81浜山遺跡

82　大溝遺跡（柚．8地点）
83　Nb．9地点
84　No．10地点
85　No．11地点
86　No．12地点
87　No．13地点
88　蒲ケ谷原遺跡（油．21地点）
89　No．22地点
90　向田古墳
91上ノ山古墳
92　須々木遺跡
93　両ケ谷坂遺跡
94　地代遺跡
95　上ノ城遺跡
96　一ツ塚遺跡
97　西ノ谷口遺跡
98　釣月院経塚
99　万九郎海戸遺跡
100　釣月院本堂遺跡
101鎮守山遺跡
102　法恩庵坂遺跡
103　西ノ谷遺跡
104　蒲ケ谷古墳
105　元宮遺跡
106　馬背口遺跡
107　北沢遺跡
108　遠渡坂の上遺跡

109　片瀬東遺跡
110　産兵山遺跡
111神子八幡遺跡
112　牛飼遺跡

113　造田遺跡
114　石原遺跡
115　星ノ糞遺跡
116　上ノ城遺跡
117　宮下遺跡
118　白羽神社境内
119　新谷遺跡
120　藤ケ谷館
121長月院
122　小泉遺跡
123　朝比奈氏墓地
124　両谷遺跡
125　朝比奈城山
126　比木城山遺跡
127　比木殿ノ山城
128　大兼遺跡
129　薩田谷遺跡
130　中田西ノ谷横穴群
131中田西ノ谷遺跡
132　中田東ノ谷遺跡

133　宮木ケ谷横穴群
134　おっこし横穴群
135　薩田谷口遺跡
136　深見横穴群
137　郷古墳群
138　穴口横穴群
139　比木勝佐墳墓
140　大陣原遺跡
141大陣原経塚
142　山田遺跡
143　小堤谷遺跡

144　名波横穴群
145　梶ヶ谷遺跡
146　梶ヶ谷横穴群
147　平田経塚
148　天ノ川遺跡（恥．6地点）
149　川上原遺跡

（3）弥生時代

弥生時代の遺跡は少なく、約15箇所で遺跡が確認されている○縄文時代の遺跡同様萩間川流域と白井

川流域の丘陵上で遣物が採集されているはか、地頭方の丘陵上で遣物が採集されている。本格的に調査
じとうがた

された遺跡はなく、相良町内の弥生時代の様相は明らかではない。蒲ケ谷原遺跡の近くでは、地頭方の
はうおんあんざか　　　　　　　　　　もとみや

法恩庵坂遺跡（102）や堀野新田の元宮遺跡（105）で弥生土器が採集されている（相良町1993）。

近隣の市町村でみると、蒲ケ谷原遺跡が所在する討Il流域に位置する御前崎市（旧浜岡町）の山田遺
ふとがたはまぐりばせきふ　　　　　　　　　　　　　　　なかた

跡（142）で弥生時代後期の土器や太形蛤刃石斧などが出土している。この他、脚l流域には中田遺跡、
なかたにしのや　　　　　なかたひがしのや

中田西ノ谷遺跡（131）、中田東ノ谷遺跡（132）などで弥生土器が採集されている（浜岡町教委1999）。
みねた　　　　　　　　　　ひようしき　　　　　　　しら

さらに、やや離れるが隣接する小笠町の嶺田遺跡は、弥生時代中期前半の標識遺跡となり、菊川町の白
いわ

岩遺跡は、弥生時代中期後半の標識遺跡となっている。

（4）古墳時代

古墳時代前期の遺跡は確認されていない。中期の遺跡としては現在調査が行われている相良町大沢地
てんのがわ　　　　　　たてあなじゆうきょ　　えんけV）しゆうこうぼ　　　　　　　　　　　はじ

区の天ノ川遺跡（148）があり、竪穴住居数軒と、円形周溝墓の可能性ある遺構が確認され、多くの土師
き　せきせいもぞうひん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなの　き

器や石製模造品、建築材が出土している（註2，相良町教委2004）。また、天ノ川遺跡に近接する花ノ木
はったてばしらたてもの　　　　　　　　　　　　　　すえま　はじき

遺跡（67）では、古墳時代後期の掘立柱建物5棟をはじめ、溝・土坑などが確認され、須恵器・土師器、
ゆみ　けん

弓や剣などの木製品のはか木製杭や建築部材が出土している（相良町教委1998）。
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蒲ヶ谷原遺跡・大清遺跡の調査成果

よこあなしきせきしつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よこあなぼ

古墳時代後期になると、横穴式石室を埋葬施設とする古墳や、丘陵斜面に開削された横穴墓（おうげ
よこあなしきせきしつ

っぼ）が多数確認されている。古墳時代後期の遠江地域は、太田川以西に横穴式石室が多く、それ以東
よこあなぼ

に横穴墓が多いことが確認されている。しかし、相良町では横穴墓と横穴式石室が混在しており、掛川
いなりやま　　　てらした　　　　　　　やまもと　　　　　　　その

市や菊川町などの様相と異なる。相良町内では稲荷山古墳、寺下古墳群（55）、山本古墳群（69）、園横
こづつみやま　　　　　　　　おおより

穴墓群（66）、小堤山横穴墓群（75）、大寄横穴墓群などが後期後半から終末期（7世紀）にかけて築造

される（相良町2000）。

（5）古代

律令期の相良町は榛原郡大江郷、相良郷が置かれており、それぞれ十数箇村で構成されていたと考え

られている（相良町1993）。
かいゆうとうき　　　　はくじ

この時期の遺跡をみると、花ノ木遺跡（67）では、須恵器、灰粕陶器のほか、白磁も確認され、近接

地に集落の存在が推定できる（相良町教委1998）。天ノ川遺跡（148）では、掘立柱建物をはじめ、須恵
どばとうば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼく

器、土師器、土馬・陶馬、灰粕陶器が出土しており、花ノ木遺跡と関連する集落遺跡である（註3）。墨
しょどき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐんが

書土器や陶馬などが出土していることを考慮すると、郡衛を補佐する機能を有する集落の可能性がある
しらいにごりさわ　　　　　　　にしがわ　　　　おおより　　　　　　　かまがや　　　　ひるがや

また、相良町では白井濁沢地区に所在する西側古窯跡や大寄地区に所在する窯谷古窯跡、蛭ケ谷地区
ひるがや　　　　　　　　　　　　やまぢやわん

に所在する蛭ケ谷古窯跡などで灰粕陶器や山茶碗が焼成され、散在かつ小規模ながらも陶器生産を営ん
かなやま

でいたことが明らかとなっている。また、最近調査された金山遺跡では、灰粕陶器、山茶碗が出土し、

近隣でそれらが生産されたことが判明している（相良町教委2001）。
やまだ

さらに、近接する御前崎市山田遺跡（142）では灰粕陶器が出土しており、蒲ケ谷原遺跡の近隣にこの

時期の遺跡が所在していたことが判明する（浜岡町教委1999）。
へいでんじ　　　　　しょうむてんのう　しょうちょく　　　　　　　　　　　ちょくしょ　　　だいあんじ

なお、相良町大江の平田寺（45）には聖武天皇の詔勅が所蔵されている。この勅書は本来大安寺にあっ
しざい　さんいっ

たものが中世における資財の散逸に伴い、大安寺と関係のあった平田寺に移されたと考えられている（相

良町1993）。

（6）中世

平安時代以降相良郷・大沢郷が相良荘となり、また相良牧も成立している。相良郷・大沢郷は1112（天

永3）年に相良周頼の所領となった。相良氏は、相良荘を寄進し、領家を今出川太政大臣家、本所を蓮

華王院とし、相良荘園の実質支配者となった。
みねのだん　　　むろのさわ　　　かなやま

この時期に、遺跡数が増加し、和田の峯ノ段墳墓、室沢遺跡、金山遺跡などが形成されている。大江
へいでんじ　　　　　はうとう

の平田寺（45）には宝塔が残存している（相良町教委2001）。
ひきしろやま　　　　　　　　　　ひきとんの

蒲ケ谷原遺跡の周辺では、茂川流域の御前崎市（旧浜岡町）の比木城山遺跡（126，城館）や比木殿ノ
やま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やげんぼり　　　　　　せいじ　とこなめ

山城（殿山）遺跡（127）などが確認されている。比木城山遺跡では、薬研堀が調査され、青磁や常滑産

の大喪などが出土している（浜岡町教委2000）。

（7）近世

江戸時代にはいると、相良の領主は変転を重ね、18世紀に田沼意次が相良城（63）を築城し、城主で

あったことは、有名である（相良町1993）。

（8）近代

明治5年に徳川家旗本、村上正局が発見した相良油田は、太平洋岸唯一の油田である。明治6年に石
すげがや

坂周造が菅ケ谷で開坑し、採油された。日本の石油採集の歴史を知る上で欠かすことのできない近代化

遺産である（相良町1993）。
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第2節　蒲ケ谷原遺跡

1　概要と基本土層

（1）概要
かばがやはら　　　　　　　　　さがらちょうじとうがた

立地　蒲ケ谷原遺跡は、相良町南西部、相良町地頭方にある牧之原台地から熊手状に延びる台地小尾

根の先端部上に位置している。駿河湾の海岸線からはやや奥まった位置に存在しており、海沿いの尾根

を越えた丘陵上に立地している。（国）150号線が海岸線に沿って南下した後、御前崎町方面と浜岡町方
おさ

面に分岐する相良町地頭方から南南西に約0・8加、蔑川が形成した狭い平地部に向かって牧之原台地か

ら伸延する尾根の先端、標高約52～53m付近の平坦地に位置している（第21図）。

歴史的環境でも記述したように、地頭方で西に向かって屈曲する（国）150号線に沿うように、南北側

の尾根上には縄文時代の遺跡が営まれている。したがって、この時期には乳Ilは相良町と旧御前崎町の

間を貫けて、東側に向かって流れ、駿河湾に注いでいた可能性がある。その推測が正しければ、蒲ケ谷

原遺跡は、馴を見下ろすことができる丘陵上に営まれていき讐跡とすることができる0　　　かす
概要　蒲ケ谷原遺跡では確実に縄文時代に位置づけられる遺構は確認できない0遣物は縄文土器（粕
はたしき　　　　　　　ふかばち　　　　　せきぽう

畑式土器）2点のほか、深鉢底部片1点、石棒1点が出土している。
たてあなじゆうきよ　　ほったてぼしらたてもの　　どこう　　ちゆうけつ

一方、弥生時代の遺構は竪穴住居18軒、掘立柱建物8棟、土坑4基、柱穴多数がある0竪穴住居は炉

を有する平面楕円形の住居である。掘立柱建物は、1×1間、1×2間、1×3間の小規模な建物であ
っぼかめふかばちはちたかつま　　　はくへんせっき　たたきいし　　せきぞく

る。遺物は、弥生土器（壷，賓，深鉢，鉢，高杯）および剥片石器、叩石3点、石嫉1点が出土してい

る。ただし、叩石・石井は縄文時代に帰属する可能性もある。

（2）基本土層

蒲ケ谷原遺跡の基本土層は、第22図のように茶樹改植による耕作土を第I層、遣物包含層の第II層、

遺構が掘り込まれた第ⅢI層（地山）に区分した。
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第21図　蒲ケ谷原遺跡の本調査対象範回
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蒲ヶ谷原遺跡

2　縄文時代

（1）遺構

縄文時代の遺構は確認されていない。

（2）遺構外出土遺物（第23図，第8・9表，図版14）
かす

縄文土器　縄文土器（7）は、縄文早期後半に位置づけられる粕
はたしき　　　ふかばち　　　　　　　　　　　　　　　　　ふうとうぽくこん

佃式土器の深鉢である（註4）。7－1・2は同一の風倒木痕から出
たいと

土した。胎土・色調が同一であることから同一個体である可能性が

高い。胎土には繊維が含まれている。小片のため口径は不明である
こうえんぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しとつれってん

が、口緑部は波状であり、先端は台形を呈する。外面には刺突列点
もん　　　　　　　こうしんぷ　おうあつ　　　　　　　　　　　はじようとっき

文が施される。口唇部は押圧の刻み目が施される。波状突起の内面
かんじようとっき　　　　　　　　　　　　　　　　　じようこん

に環状突起が取り付けられて、その下位には条痕調整が施される。
あじろこん

縄文土器（8）は深鉢の底部片である。底面には網代痕が残存し

ており、内面にはミガキが施されている。底部径5．7cmをはかる。

I「‖耕作土
Ⅱ　暗褐色砂質シルト＝・・包含層
Ⅲ　赤褐色砂質シルト・＝・地山

第22図　蒲ケ谷原遺跡基本土層図

せきぽう　　　　　ちゅうりゅうさがん

石棒　石棒（9）は、中粒砂岩製（註5）であり、中程から欠損して
くび

いる。先端は男根状を呈しており、頭部と括れ部は研磨により形成されている。身には一部自然面が残

存する。残存長14．3cm、頭部長4．5cm、頭部直径7．8cm、括れ部長約3．0cm、括れ部直径7．5cm、身の残存

長6．8cm、身の直径8．6cm、重量1440gをはかる。この石棒は大型であることから、縄文時代中期以降に

位置づけることができよう。
こうだ　　　　　　　　　　　　　　　たたきいし

なお、先端には敲打の痕跡が看取できることから、叩石として再利用された可能性が高い。

l‾：＿：二＿＿：∵ll

日

「
（1：3）

10cm

第23図　蒲ケ谷原遺跡出土縄文土器・石棒実測図
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弥生時代

3　弥生時代

竪穴住居18軒、掘立柱建物8棟、土坑4基、柱穴多数を検出するとともに、弥生土器、剥片石器、叩

石、石鉢が出土した（第24図，巻頭図版1，図版1・2）。

－28－

第24図　蒲ケ谷原遺跡全体図



蒲ヶ谷原遺跡

（1）竪穴住居

竪穴住居は18軒出土した。残存状況は良好ではなく、柱穴のみから竪穴住居と推測したものも多い。

調査区北西の竪穴住居より順に報告する。

①1号竪穴住居（SBOl，第24・26・27図，第6表　図版3）
へきこう

概要　SBOl～SB03が重複している。SB02の壁溝をSBOlが破壊していることから、SBO2→SBOlの順で建

てられたことが判明する。SB03との切り合い関係は確認できず、築造順序は不明である。

SBOlは、Bl・B2グリッドに位置しており、住居の西側部分は調査区外に伸びている。

構造　住居の平面形は、壁溝の形状から楕円形あるいは隅丸長方（小判）形である可能性が高く、後

述する壁溝の残存するSBO7・08・15が楕円形を呈することから、これを根拠に楕円形である可能性が高

いと想定する（註6）。住居の長軸は東西に向ける可能性が高い。住居の規模は南北4．2m以上、東西3．1
しゆちゆうけつ

m以上をはかる。主柱穴は二基のみ確認でき、柱穴の間隔（柱穴中央の間隔，以下同じ）は南北で3．1m、

東西は1．4m以上をはかる。柱穴は不整形な円形であり、直径約0．3、0．35mをはかる。壁溝は最大幅0．25

m、深さ0．1mをはかる。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遺物はなく、時期を特定できない。蒲ケ谷原遺跡では、弥生時代中期後半～後期前半の遣

物しか出土していないことから、SBOlはその期間内の一時期に比定できる可能性が高い（註7）。

②2号竪穴住居（SBO2，第24～27図，第6・8・9表，図版3・14・15）

概要　SB02は、Bl・B2グリッドに位置しており、住居の半分以上が調査区外に伸びている。上述

したように、SBOlと重複しており、SB02の壁溝がSI301の壁溝で破壊されていることからSB02の方が古い

ことが判明する。SB03との切り合い関係は不明である。

構造　住居の平面形は楕円（小判）形であり、長軸を東西に向ける可能性が高い。規模は壁溝の内側

二二∴

く二二二＞

＜＝：二二二＞

第25図　蒲ケ谷原遺跡SBO2出土遺物実測図

14

＜二二二二二⊃　石器9，。㌫？川
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SBOl～03

第26図　蒲ケ谷原遺跡SBOl～03実測図（》
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第27図　蒲ケ谷原遺跡SBOl～03実測図②

で南北6．0m以上、東西3．6m以上、外側で南北

6．2m以上、東西4．0m以上をはかる。主柱穴は

二基のみ確認でき、柱の間隔は南北3．2m、東西

2．0m以上をはかる。柱穴は不整形な円形であり、

直径約0．3、0．35mをはかる。壁溝は東側のみ確

認でき、最大幅0．3m、深さ0．15mをはかる。
ちょぞうけつ

住居の南東側に貯蔵穴と推測するSFOlを検出

した。平面形はやや不整形な楕円形であり、長

軸長0．65m、短軸幅0．55m、深さ0．3mをはかる。

出土遺物　貯蔵穴と推測するSFOlから、弥生
はくへんせっき

土器片1点、剥片石器として利用された可能性

が高い剥片4点が出土した（第25図）。

弥生土器　壷底部片（10，註8）は、平底で

あり、底部径6．0cmをはかる。

石器　剥片石器4点は、平板で厚さ9～25mm

程度の厚さに揃えられている。
しぜんれき

11は自然礫の一部を打ち欠いたものであり、

片面に自然画が残る。平面形は楕円形を呈する。

12は一方の短軸側が打ち欠かれ、楕円形を呈し、

片面には自然面が残る。13は半楕円形であり、

両面には自然面が残る。14は、やや不整形な隅

丸方形で、片面に自然面が残る。これらの4点

は、長軸5．1～6．5cm、短軸5．4～6．5cm、重量約

30～110gをはかる。材質は、11～13が砂岩で、
りゅうもんがん　　　　　　　　　　　　　こう

14が流紋岩（？）である。なお、13は一部に敲
だこん

打痕が確認できることから叩石を転用した可能

性もある。

これらの4点は剥片石器としたが、4点ともに先端は鋭角で、刃として機能すると想定できることか
いしぽうちょう

ら、石包丁などとして使う石器（未製品？）であった可能性が高い。

時期　時期を特定できる遺物はなく、弥生時代中期後半～後期前半の一時期であると判断できる。

③3号竪穴住居（SBO3，第24・26・27図，第6表）

概要　SB03は、B2・3、C3グリッドに位置しており、住居の半分以上が調査区外に伸びる。SBOl・

02と重複しているが、切り合い関係が不明であり、築造の前後関係は不明である。

構造　壁溝の形状から住居の平面形は楕円形で、長軸を東西に向ける可能性が高い。住居の規模は、

壁溝の内側で南北4．2m以上、東西1．3m以上をはかる。主柱穴は2基確認でき、柱の間隔は南北2・8mを

はかる。柱穴はやや不整形な円形で、約0．25mをはかる。壁溝は南東部分のみ確認でき、最大幅0・15m、

深さ0．1mをはかる。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遺物はなく、時期を特定することはできない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期の可

能性が高い。
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SBO4・05

④4号竪穴住居（SBO4，第28図，

第6表，図版3）

概要　SB04は、A2グリッド

に位置しており、SB02からから

北東に約5m離れている。南側

一部分のみの検出である。SB05

と重複するが、切り合い関係が

なく、前後関係は不明である。

構造　住居の平面形態は、隅

丸長方形かあるいは楕円形で、

長軸を東西に向ける可能性が高

い。柱穴・壁溝は確認できない。

規模は東西3．6m以上、南北0．35

m以上、住居の深さ0．1mをはか

る。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遺物がないため時

期は特定できない。弥生時代中

期後半～後期前半の一時期であ

る可能性が高い。

⑤5号竪穴住居（SBO5，第29図，

第6表，図版3）

概要　SB05は、A2グリッド

に位置しており、半分以上が
がけめん

崖面の崩落により流出している。

SB04と重複するが、切り合い関

係が不明であり、築造の前後関

係は不明である。また、SHOlと

第28図　蒲ケ谷原遺跡SBO4実測図

A◎◎
雛A・＋桓

第29図　蒲ケ谷原遺跡SBO5実測図

も重複関係にあり、柱穴が切り合い関係にあるが、重複部分が少なく、前後関係を明らかにすることは

できなかった。

構造　主柱穴のみの確認である。柱穴の間隔は、B－B′　断面1．8m以上、A－A′　断面2．3mをはか

る。A－A′　断面の長さが2．3mであることからSBO7・08やSB15と比較するとそれらの短辺の長さよりも

短い。したがって、SB05はSB08やSB15よりもやや小型であるものの、SB05は長軸を南北にとる楕円形の

住居である可能性が高い。柱穴は不整形な円形で、直径0．3、0．5mをはかる。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遺物はなく、時期を特定することはできない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期に位

置づけることができる。
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蒲ヶ谷原遺跡

凸l　宜凸I
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第30図　蒲ケ谷原遺跡S806実測図

⑥6号竪穴住居（SBO6，第30図，

第6表，図版3・4）

概要　SB06は、A3グリッド、

SB05から南東約3mに位置して

いる。SBO7・08と重複関係にあっ

たと想定できるが、切り合い関

係が確認できず、前後関係は不

明である。

構造　主柱穴のみの確認であ

る。柱間はほぼ同間隔であるが、

やや東西が長いことを根拠とし

て、住居は長軸を東西に向ける

楕円形住居であった可能性が高

い。柱間は東西2．1m、南北2．0

mをはかり、ほぼ正方形である。

柱穴は不整形な円形であり、直

径0．25～0．4mをはかる。

なお、主柱穴の周辺から炭化

物が多く出土しており、SB06は

焼失住居の可能性がある。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遺物がないことから、築造時期は特定できない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期に

構築された可能性が高い。

⑦7号竪穴住居（SBO7，第3ト33図，第6・8・9表，巻頭図版2，図版5・6，15～17）

概要　SB07は、A3・A4、B3・B4グリッドに位置している。SB06から東に1m程離れているo

SB07とSB08は重複しており、土層の堆積状況（E－E′断面）を観察すると、SBO7→SB08の順で築造さ

れたことが判明する。また、SH02とも重複するが、SH02がSB08の覆土を掘り込んでいることから、SB08

よりSH02が新しく、SBO7→SBO8→SH02の順で築造されたことが判明する。なお、内側の壁溝とSP50、SP91、

SPlO2、SP64が古く（SBO7）、外側の壁溝とSPlOl、SPlOO、SPlO2、SP64が新しい（SBO8）。東側の柱穴2

基（SPl02とSP64）はSB08と共有している。

構造　SB07は壁溝の残存状況から、平面楕円形で、長軸を南北に向ける。規模は壁溝の内側で長軸（南

北）7．0m前後、短軸（東西）5．25m以上、外側で長軸7．6m前後、短軸5・7m前後をはかる。主柱穴の柱

間は長辺（南北）3．3m、短辺（東西）2．8mをはかる。壁溝は南半分のみの検出であり、幅は東側で幅

0．35m、深さ0．1m、南側で幅0．2m、深さ0．1m、西側で幅0．15m、深さ0．1mをはかる。柱穴は、やや
そせき

不整形な円形あるいは楕円形であり、直径0．4～0．5mをはかる。なお、SP64の底から礎石と推測する小

型の川原石が2点重なって出土した。また、北西側の主柱穴SP50から弥生土器壷か高杯（64）が出土し

た。

また、南側に位置するSF02がSB07に伴う貯蔵穴である可能性が高い。

遺物の出土状況・出土遺物　SB07の西側より弥生土器19～23がまとまって出土しているが、SB07はほ

ぼ同位置で建て替え（SBO8）が行われていることから、これらの遺物は後述するSBO8住居に伴う可能性
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SBO7・08

uOO’Cg

丁　㊥⑨②⑥ ①　⑨　　⑦　　　　　　①　⑨　1望討

①黒色砂質シルト
②黒褐色砂質シルト（炭化物・褐色土を含む）
③暗黒褐色砂質シルト
④黒褐色砂質シルト（褐色土を含む）
⑤明黒褐色砂質シルト（炭化物を含む）…・SB07の壁溝
⑥黒褐色砂質シルト・明褐色砂質シルトの混和土…・SB07の貼床
⑦暗褐色砂質シルト…・SB08の壁満

第31図　蒲ケ谷原遺跡SBO7・08実測図
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第32図　蒲ケ谷原遺跡SBO7・08遺物出土状況詳細図

が高い。したがって、SB08の報告

で述べることとする。

時期　後述するように、SB08よ

り古いこと、覆土中より出土した

SB07に伴うと考える弥生土器が白

岩式土器古段階に比定できること

を考慮して、弥生時代中期後半で

も古い時期に位置づけできる可能

性が高い。

⑧8号竪穴住居（SBO8，第31～33

図，第6・8・9表，巻頭図版2，

図版5・6，15～17）

概要　SB08は、A3・A4、B

3・B4グリッドに位置している。

SB07よりも新しく築造されたもの

であり、SB07を建て替えた可能性

が高い。また、SH02が、SB08の覆

土を掘削していることからSH02のはうが新しい。

構造　住居の平面形は楕円形であり、長軸を南北に向ける。住居の規模は壁溝の内側で長軸（南北）

7．3m、短軸（東西）6．0m、壁溝の外側で長軸8．0m、短軸6．7mをはかる。住居内には主柱穴が確認で

きる。柱穴間の間隔は、長辺（南北）3．3m、短辺（東西）3．15mをはかり、SB07より一回り大型化して

いる。柱穴の形状は不整形な円形あるいは楕円形であり、直径は0．35～0．5mをはかる。SP64には礎石が

確認できる。また、南側に位置するSF03が、この住居に伴う貯蔵穴の可能性がある。

遺物の出土状況　SB07で記述したように、住居の西側で、まとまった状態で弥生土器壷（19～23）が

出土した。また、壁溝上より弥生土器壷（24・27）が出土している。この他、覆土中より、弥生土器、

石嫉1点、剥片石器1点、剥片1点が出土した。また、南東側の主柱穴SP64から弥生土器壷（68，第57

図，55頁）が出土した。

出土遺物　弥生土器壷片15点、台付嚢片3点、石嫉1点、剥片石器1点、剥片1点が出土した。

弥生土器15～18は壷の破片である。15は、外面にパケ調整が施されている。下部と上部のパケは交
うじよう

差しており、羽状を意識したパケ調整が施されていた可能性がある。16は受口状口縁部の破片であり、
ぽうじようふもん　　　　　　　　　　　　ざんかくれんけいもん　　　　　　　　　　　　　　くし

口緑部には棒状浮文が貼り付けられ、三条一単位の三角連繋文が棒状工具により施されている。18は櫛
がきおうせんもん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たてせん　すいか　もんちょうじもん

描横線文と、それに直交する4本一単位の櫛状工具による縦線（垂下）文（丁字文）が施されている。

17は、外面に櫛括横線文が施されている。
いちじくがた

19は小型壷である。胴部は無花果形で、最大径はほぼ中位にある。胴部径11．2cmをはかる。底部は小
くしじようこうぐ　　　　　　おうあつおうせんもん

さく平底である。頭部と胴部の境目付近に5～6本単位の櫛状工具による一条の押圧横線文が施され、
くししとつもん

その下位に縦位に櫛刺突文を全周させる。外面胴部下半には羽状にパケ調整が施され、胴部上半には板
うとうしき

ナデが施される。頭部には縦パケ調整が施される。底部をはじめとする全体的な形状から駿河の有東式

土器の影響を受けていることが判明する。20は小型壷であり、内面には横パケ調整が施される。21は壷
きくがわしき

である。口縁端部をわずかに折り返しており、菊川式土器の古手の様相を示す。22は壷の口緑部であり、

直立する頸部に、逆ハ字形に開く口緑部である。口唇部は丸く仕上げられる。頸部と胴部の境付近に棒
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第33図　蒲ケ谷原遺跡SBO7・08出土遺物実測図
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蒲ヶ谷原遺跡
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第34図　蒲ケ谷原遺跡SBOg実測図

2m

状工具による刺突文が施される。

頸部には縦ナデ調整が施される。

頸部の中位が僅かに膨らむことな

どは、駿河の有東式土器に類似す

る。23は壷の底部であり、平底で

ある。外面には縦ミガキ調整が施

される。24は、壷の底部である。

底部は上げ底で、底部径5．9cmをは

かる。内・外面ともにパケ調整が

施される。25～29は壷の底部片で

あり、5点ともに底部は僅かに上

げ底である。底部径は6．1～9．3cm

をはかる。30～32は台付聾の脚台

と胴部の接合部の破片である。
せきぞく　　　　　　ねんばんがん

石器　石嫉（33）は、粘板岩製
おうきしき　　ぞくしん

で、基部は凹基式で、嫉身は三角

形を呈する。全長1．9cm、幅1．65cm、

厚さ4．1mm、重量約1gをはかる。

剥片石器（34）は、砂岩の自然礫

を打ち欠いたもので平板に仕上げられる。平面形は台形であり、全長7．8cm、最大幅5．1cm、厚さ1．2cmを

はかる。剥片（35）は、粘板岩製である。最大長2．7cm、最大幅2．1cm、厚さ6．5mm、重量4gをはかる。

時期　弥生土器19・21は形態的、技法的な特徴から白岩式新段階～菊川式土器古段階に位置づけるこ

とができる。したがって、SB08は弥生時代中期末～後期前半に位置づけることができる。

一万、16・23・24は白岩式土器であり、弥生時代中期後半でも古い時期に位置づけることができ、SB07

に伴う遺物である可能性がある。したがって、SB07は弥生時代中期後半でも古い時期に築造された可能

性が高い。

⑨9号竪穴住居（SBO9，第34図，第6表，図版4）

概要　SB09は、A4グリッドに位置しており、SB08から東に3m程離れている。SH02との重複関係に

あったと想定できるが、切り合い関係が不明なため、築造の前後関係は不明である。

構造　主柱穴と炉のみの検出である。やや南北方向の間隔が長く、竪穴住居は長軸を南北に向けた楕

円形であった可能性が高い。柱穴の間隔は長辺（南北）2．1m、短辺（東西）2．0mをはかる。柱穴はや

や不整形な円形で、直径0．2～0．25mをはかる。北側柱穴の問に炉跡が確認できる。平面は楕円形に近く、

0．25×0．3mをはかる

出土遺物　出土遣物はない。

時期　出土遺物はなく、時期を特定できない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期と想定できる。

⑩10号竪穴住居（SBlO，第35図，第6表，図版7）

概要　SBlOは、B4グリッドに位置しており、SB08から南西に2m離れている。

構造　主柱穴のみの検出である。柱間は南北が長いことから、長軸を南北に向ける楕円形の竪穴住居

であった可能性が高い。柱間は、長辺（南北）3．9m、短辺（東西）3．4mをはかる。柱穴は不整形な円
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SB

形であり、直径0．3

～0．6mをはかる。

出土遺物　出土

遺物はない。

時期　出土遺物

はなく、時期を特

定できない。弥生

時代中期後半～後

期前半の一時期の

築造である。

⑪11号竪穴住居

（SBll，第36・37

図，第6・8表，

図版8・14）

概要　SI311は、

調査区の北東隅、

Z5・Z6、A5・

A6グリッドに位

置している。SB09

から東に13m離れ

ている。

構造　南西隅角

部のみの出土であ

り、全体の形状は

明確ではないが、

壁溝の形状から

SBO7・08、15と同

様楕円形である蓋

然性が高い。この

場合には、長軸を

東西に向ける可能

性が高い。

規模は、壁溝の

内側で東西2．8m

以上、南北2．1m以

上、外側で東西3．3

m以上、南北2．35

mをはかる。床面

には厚さ0．05mの

貼床が施される。

◎

◎

：二一

◎一曲且

凸I　互凸l
53．00m

第35図　蒲ケ谷原遺跡SBlO実測図

（》黒褐色砂質シルト
（診暗褐色砂質シルト…・貼床
（診暗黄褐色砂質シルト…・壁満

第36図　蒲ケ谷原遺跡SBll実測図
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蒲ヶ谷原遺跡

（1：3）
10cm

第37図　蒲ケ谷原遺跡

S811出土土器実測図

壁溝は幅0．3m、深さ

0．1mをはかる。柱穴は住

居内に2基確認できるが

どちらがSBllに伴う主柱

穴か判明しない。

出土遺物　弥生土器壷

破片が覆土中より出土し

た（第37図）。36は壷の頸

uOO’∬

：V

In ln

封？　　l？
g B
i∃　　　　　‾‾l

部破片であり、上部に櫛

措横線文、その下位に壷第38図蒲ケ谷原遺跡SB12実測図

SP18

‾．夢　こ一

口1　　　　凸i

m
53．00m

2m

がきはじようもん

措波状文を施している。文様の下位（胴部）には、縦パケ調整後ナデ調整を施している。

時期　36は様式を特定できない。SBllは弥生時代中期後半～後期前半の一時期に築造された可能性が

向い。

⑫12号竪穴住居（SB12，第38・57図，第6・8表）

概要　SB12は、B3・B4、C3・C4グリッドに位置しており、SB08から南に約3．5m離れている。

SH07と重複する可能性が高いが、切り合い関係が確認できないため、築造の前後関係は不明である。

構造　主柱穴のみの検出である。柱間は東西のほうがやや長く、長辺（東西）2．7m、短辺（南北）2．5

mをはかる。したがって、長軸を東西に向ける、SB08やSB15より一回り小型の楕円形の住居であった蓋

然性が高い。柱穴はやや不整形な円形であり、直径0．3～0．6mをはかる。

出土遺物　出土遺物はない。柱穴（SP25）からくの字形の壷口緑部が出土した。

時期　出土遺物はなく、時期を特定できない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期の築造である。

⑬13号竪穴住居（SB13，第39図，第6表）

概要　SB13は、C5グリッドに位置しており、SBlOから南東に約7m離れている。SB14と重複関係に

あり、柱穴の切り合い関係があるが、築造順序を明らかにすることはできなかった。

構造　主柱穴のみの検出である。柱は台形に配置され、長辺（南北）2．6～2．7m、短辺（東西）2．4～

2．7mをはかる。柱間を考慮すると、長軸を南北に向ける楕円形の竪穴住居であった可能性が高い。柱穴

はやや不整形な円形であり、直径0．3～0．5mをはかる。

出土遺物　出土遺物はない。　　　　　　　　　　　　　　　　l

時期　出土遣物がなく築造時期を特定できない。弥生時代中期後半↑後期前半の一時期の築造である。
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第39図　蒲ケ谷原遺跡SB13・14実測図
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蒲ケ谷原遺跡

⑭14号竪穴住居（SB14，第39図，第6表）

概要　SB14は、C4・C5グリッドに位置する。SB13と重複関係にあるが、発掘調査によって前後関

係を明らかにすることはできなかった。また、SB17とも重複する可能性が高いが、切り合い関係が確認

できないため先後関係は不明である。

構造　SB14は主柱穴のみの確認である。柱間は、南北が長く、長辺（南北）3．5m、短辺（東西）2．9

mをはかる。したがって、南北に長い楕円形の竪穴住居であった蓋然性が高い。柱穴は不整形な円形で、

直径0．3～0．4mをはかる。

出土遺物　出土遣物はない。

時期　出土遣物がなく築造時期を特定できない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期の築造である。

⑮15号竪穴住居（SB15，第40・41図，第6・8・9表，巻頭図版2，図版8・9，18・19）

概要　SB15はC4、D4グリッドに位置する。SD03は、この住居に伴う排水溝の可能性がある。SH07

と重複関係にあり、切り合い関係があるが、前後関係は判明しなかった。また、SH18とも重複関係にあ

るが、切り合い関係が確認できず、前後関係は不明である。

構造　住居の平面形は楕円形であり、長軸をほぼ東西に向ける。住居の規模は壁溝の内側で長軸約6．5

m、短軸約5．5mをはかる。壁溝の外側で、長軸約7．2m、短軸約6．3mをはかる。

住居内のはぼ中央に主柱穴が確認できる。柱の間隔は、住居の長軸側の幅が広く、長辺（東西）3．25

m、短辺（南北）2．65mをはかる。柱穴の形は不整形な円形で、規模は0．25～0．3mをはかる。

住居内中央やや北側より炉（E－E′の②層）が出土した。焼土が東西2．2m、南北1．2mの範囲に広が

る。また、土層（E－E′）を観察すると、炉と考えられる広がり（⑥層）が確認でき、②層よりも古く

位置づけることができ、SB15は建て替え、あるいは床面の貼り替えが行われたことが判明する。ただし、

柱穴は多数確認できず、ほぼ同じ柱穴を使用して建て替えた可能性が高い。

SB15の南側からSD03が伸びている。SD03から出土した土器をみると、SB15から出土した土器と時期が

同じであることから、SB15の排水溝である可能性が高い。

遺物の出土状況　住居内の炉付近から弥生土器高杯1点（38）が、押し潰されたような状態で出土し

た（第40図詳細図，図版9）。また、同じ場所から弥生土器台付嚢・賓（42～46）がまとまって出土した。

この他、壁溝内より深鉢（賓，41）、剥片石器（48）、覆土中より台付襲1点（47）、鉢？（40）、壷（39）、

叩石（37）、剥片石器（49）、剥片（50）が出土した。

出土遺物　弥生土器高杯1点、壷1点、聾6点、鉢？1点、深鉢1点、剥片石器2点、叩石1点、剥
I

片1点が出土した。

弥生土器　高杯（38）の脚部はハ字形に開くもので、端部には明瞭な稜を有さない。脚部外面には縦

ミガキ調整が、内面には指頭による押圧が施される。また、杯部は椀形で、口縁部は鍔状ではないもの

の、明瞭な屈曲が確認できる。口緑部内面には横方向のミガキが施される。台付聾・寮（42～47）の口

緑部（42～44）はくの字形に屈曲し、口緑端部外面には、キザミ目が施される。胴部は球形である。外

面はパケ調整、内面の接合部付近には指頭圧痕、横パケ調整が施される。最大径は口緑部にある。台付

嚢の台部（46）は、内攣しながらハ字形に垂下し、脚端部は平坦面に仕上げられる。。外面はパケ調整、

内面は板ナデ調整を施している。台部（47）は、ハ字形に直線的に垂下し、口緑端部は平坦に仕上げら

れる。内・外面ともにパケ調整が施される。

深鉢（41）は、口縁部の破片であり、口緑部は逆ハ字形に開いた後、口緑端部はL字形に折り返され、

端部にキザミ目を施される。胴部には横方向の条痕文が施される。鉢（40）は口緑部片である。口緑部

は逆ハ字形に開いた後、口緑端部は平坦に仕上げられ、内・外面ともにパケ調整が施される。壷片（39）
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（力黒色砂質シルト
②暗赤褐色砂質シルト日日炉
③黒褐色砂賢シルト（炭化物・焼土・褐色土を含む）
④明黒褐色砂質シルト（褐色土を③層より多く含む）
⑤黒褐色砂質シルト（炭化物を含む）
⑥暗赤褐色砂質シルト＝・炉
⑦黒色砂質シルト・褐色砂質シルトの混和土・＝・貼床

第40図　蒲ケ谷原遺跡SB15実測図および遺物出土状況詳細図
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第41図　蒲ケ谷原遺跡SB15出土遺物実測図
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SB16

は、上部に櫛描横線文が施され、

その下位にへラによる2条の直線

文が施される。直線文の間は研磨

された痕跡が確認できる。

石器　叩石（37）は、含礫粗粒

砂岩製の自然礫である。敲打痕が

両小口側に確認できる。全長9．7cm、

幅4．35cm、重量187gをはかる。剥

片石器（49）は、中粒砂岩製であ

る。平板に調整され、両面ともに

自然面が残存する。剥片石器（48）

は中粒砂岩製である。平面は半楕

円形で、片側に自然面が残存する。

剥片（50）は、中粒砂岩製であり、

剥片石器を作成する際の剥片の可

能性が高い。

時期　高杯（38）、台付賓（42～

UOO．B

ln耳ln

．∀　∴二・

且　◎－◎

桓　　h
g　＿旦＿
≡∋

46）は白岩式新段階～菊川式古段

階に位置づけできる。したがって

建て替え後のSB15は白岩式の最終

段階～菊川式古段階、弥生時代中　第42図蒲ケ谷原遺跡SB16実測図

i≡

∀　　呂

もI　　叫

◎　す

期末～後期前半の築造である。

一方、壁溝より出土した深鉢（41）や壷片（39）は、白岩式土器でも古い時期に位置づけることがで

き、これを積極的に評価して、建て替え前のSB15は弥生時代中期後半に位置づけたい。

⑱16号竪穴住居（SB16，第42図，第6表）

概要　SB16はB3、C3グリッドに位置している。SB12と重複関係にあった可能性があるが、壁溝な

どが失われており、重複関係は不明である。

構造　主柱穴のみの検出である。柱間は南北が長く、長辺（南北）3．2m、短辺（東西）2・4mをはか

る。したがって、長軸を南北に向ける楕円形の竪穴住居であった可能性が高い。柱穴は、不整形な円形

であり、直径0．3～0．4mをはかる。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遣物がなく築造時期を特定できない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期と想定できる。

⑰17号竪穴住居（SB17，第43・57図，図版21，第6表）

概要　SB17は、C4グリッドに位置しており、SB15から2m程北側に離れている。後述するSH07と重

複関係にあった可能性が高いが、切り合い関係がなく、前後関係は不明である。

構造　主柱穴のみの検出である。柱間は東西が長く、長辺（東西）2．1m、短辺（南北）1・8mをはか

る。したがって、長軸を東西に向ける楕円形の竪穴住居であった蓋然性が高い。柱穴は不整形な円形で、

0．25～0．3mをはかる。

出土遺物　主柱穴SP72より叩石（73）が出土した（第57図，図版21）。礎石として使用されていた可能
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第43図　蒲ケ谷原遺跡SB17実測図

（1ニ60）

第44図　蒲ケ谷原遺跡SB18実測図

2m

性が高い。73は、半透明良質のチャー

ト製で、自然礫である。隅丸二等辺三

角形の平坦な石材の先端を敲打面と

して利用したもので、もう一方の小口

にはl敬打痕は確認できない。全長8．5

cm、最大幅5．4cm、厚さ1．8cm、重量131

gをはかる。

時期　時期を特定できる遺物はな

く、築造時期は不明である。弥生時代

中期後半～後期前半の一時期に位置

づけることができる。

⑱18号竪穴住居（SB18，第44図，第6

表）

概要　SB18は、C5グリッド、SB15

の東約1mのところに位置している。

SB15と重複関係にあった可能性が高

いが、切り合い関係が確認できないこ

とから、前後関係は不明である。

構造　主柱穴のみの検出である。柱

間はほぼ等間隔であり、東西2．0m、南

北2．0mをはかる。柱穴は不整形な円形

で、直径0．25～0．3mをはかる。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遣物はなく、築造時期を

特定することはできない。弥生時代中

期後半～後期前半に築造された可能性

が高い。

（2）掘立柱建物
ほったてはしらたてもの

掘立柱建物は、8棟（SHOl～08）出

土した。このうちSHOl・02について、

建て替えは確認できず、SHO3・04、SHO5・

06、SHO7・08はそれぞれ重複関係が確

認できる。

なお、掘立柱建物は偏在せず、調査区内にそれぞれがやや間隔をあけて分布している。

（彰1号掘立柱建物（SHOl，第45図，第7表，図版3・10）

概要　SHOlは、A2、B2グリッドに位置する。SB05と重複関係にあり、柱穴の切り合い関係がある

が、重複範囲が少なく、築造順序を明らかにすることはできなかった。
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SHO2・03

（1こ60）

構造　長軸をほぼ南北に向

ける、1間（東西）×2間（南

北）であり、やや不整形な長
けたゆき

方形である（註9）。桁行2，5
はりま

m、梁間は北側で2．5m、南側

で2．2mをはかる。面積は、約
はしらま

5．9I藁である。柱間の間隔に関

して、桁側は北側から1．2m

（平均値）、1．3m、梁側は2．5

m、2．2mをはかる。柱穴は不

整形な円形で、直径0．35～0．5

mをはかる。

出土遺物　出土遣物はない。

時期　出土遺物がなく、時

期を特定することはできない。

弥生時代中期後半～後期前半

の一時期に位置づけることが

できる可能性が高い。

②2号掘立柱建物（SHO2，第

46図，第7表，図版10）　　第45図蒲ケ谷原遺跡SHOl実測図

ぜ
I
◎
QI

概要　SH02は、A3・A4グリッドに位置する。SBO7・08と重複関係にあり、SBO7→SBO8→SH02の順

に築造されたことが判明した。

構造　長軸をほぼ南北に向ける。長軸の方向はSBO7・08、SBO9、SBlO、SHOlとはぼ一致する。1間（東

西）×2間（南北）の建物であり、桁行4．1m、梁間3．8mをはかる。面積は15．6I貢である。柱間の間隔

に関して、桁側は北側から2．1m、2．0m、梁側は3．8mをはかる。柱穴は不整形な円形で、直径0．35～0．55

mをはかる。

出土遺物　出土遣物はない。

時期　出土遺物はなく、時期を特定できない。しかし、SH02が破壊したSB08が中期末～後期前半の一

時期に位置づけることができることから、SH02はそれ以降の後期前半に位置づけできる。

③3号掘立柱建物（SHO3，第47図，第7表，図版11）

概要　SH03は、A5グリッドに位置する。SH04と重複関係にあり、切り合い関係があるがものの、前

後関係を明らかにすることはできなかった。

構造　長軸をほぼ東西に向ける。SHO5、SH08とほぼ同一方向を向く。規模は1間（南北）×2間（東

西）の建物であり、桁行5．1m、梁間3．6m、面積約18．4Idをはかる。柱間の間隔に関して、桁側は西か

ら2．6m、2．5m（南側）、2．8m、2．3m（北側）をはかる。柱穴は不整形な円形で、直径0．3～0．45mを

はかる。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遺物はなく、時期を特定することはできない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期に位

置づけることができる。
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第46図　蒲ケ谷原遺跡SHO2実測図

④4号掘立柱建物（SHO4，第47・48図，第7表，図版11）

概要　SH04は、A5グリッドに位置する。SH03と重複関係にあり、柱穴の切り合い関係があるが、前

後関係を明らかにすることはできなかった。

構造　長軸を北西に向け、SB09やSBlOとはぼ同一方向を向く。1間×1間の建物であり、西側の中間

にある柱穴がSH04に伴うとすれば、対応する東側に柱穴は確認できないが、1間（東西）×2間（南北）

であった可能性がある。桁行4．4m、梁間3．4m、面積約15．OI肩をはかる。1×2間であった場合の、桁

側の柱間は北側から2．3m、2．1mである。柱穴は不整形な円形で、直径0・3～0・7mをはかる。

出土遺物　出土遣物はない。

時期　出土遺物はなく、時期を特定することはできない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期に位

置づけることができる。

特徴　SH04は、桁行4．4m、梁間3．4mの1×1間の建物とすれば、通常の掘立柱建物の柱間よりかな

り広いことから、通常の掘立柱建物ではなく、楼閣・見張台などの建物を想定すべきかもしれない。
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第47図　蒲ケ谷原遺跡SHO3・04実測図
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蒲ヶ谷原遺跡

E SHO4

（1ニ60）
2m

⑤5号掘立柱建物（SHO5，第

49図，第7表，図版12）

概要　SH05はC2・C3グ

リッドに位置する。SH06と重

複関係にあり、柱穴の切り合

い関係から、SHO6→SH05の順

に築造されたことが判明した。

構造　長軸をほぼ東西に向

ける。SH03やSH08とはぼ同方

向である。規模は1間（南北）

×2間（東西）の建物であり、

桁行3．7m、梁間2．9m、面積

約10．7Idをはかる。桁側の柱

間は、西から1．8m、1．9mを

はかる。柱穴は不整形な円形

で、直径0．3～0．55mをはかる。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遺物はなく、時

期を特定することはできない。

弥生時代中期後半～後期前半

の一時期と想定できる。

第48図　蒲ケ谷原遺跡SHO4実測図

⑥6号掘立柱建物（SHO6，第49・57図，第7・8表，図版12）

概要　SH06は、C3グリッドに位置する。SH05と重複関係にあり、柱穴の切り合い関係から上述した

ように、SHO6→SH05の順で築造されたことが判明する。

構造　長軸を東西に向ける、今回の調査区唯一の1間（南北）×3間（東西）の建物であり、桁行3．6

m、梁間2．3m、面積8．3Idをはかる。柱間の間隔に関して、西から1．3m、1．4m、0．9mをはかる。柱穴

は不整形な円形で、直径0．35～0．6mをはかる。
いちじく

出土遺物　北西側の主柱穴SPllより弥生土器小型壷（63，第57図）が出土した。胴部破片であり、無花果
がた

形の胴部と推測できる。調整は内外面ともに摩滅が著しく、判別できない。

時期　時期を特定できる遺物はなく、弥生時代中期後半～後期前半の一時期と想定できる。

⑦7号掘立柱建物（SHO7，第50図，第7表，図版12）

概要　SH07は、C3・C4グリッドに位置する。SH08と重複関係にあるが、切り合い関係が不明であ

ることから、前後関係は不明である。

構造　長軸を東西に向ける。SHO3・SH08とほぼ同方向に向ける。1間（南北）×2間（東西）であり、

桁行5．0m、梁間3．6～3．8m、面積18．5Idをはかる。桁側の柱間の間隔に関して、西から2．5m、2．5mで

あり、均等である。柱穴は不整形な円形で、直径0．35～0．6mをはかる。

出土遺物　出土遺物はない。

時期　出土遺物はなく、時期を特定できない。弥生時代中期後半～後期前半の一時期と想定できる。
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第49図　蒲ケ谷原遺跡SHO5・06実測図
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第50図　蒲ケ谷原遺跡SHO7・08実測図
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SHO8

⑧8号掘立柱建物（SHO8，第50・57図，第7表，図版12）

概要　SH08は、C3・C4グリッドに位置する。SH08と重複関係にあるが、切り合い関係が不明であ

ることから、前後関係は不明である。

構造　長軸を東西に向ける。この方向はSHO3・SH05と同一である。1間（南北）×2間（東西）であ

り、桁行4．5m、梁間3．85m、面積約17．3ITiをはかる。桁側の柱間の間隔に関して、西から2・3m、2・2m

をはかる。柱穴は不整形な円形で、直径0．4～0．5mをはかる。

出土遺物　この建物の北西側の柱穴SP21からは、弥生土器壷底部片（65，第57図）が出土した。底部

は平底である可能性が高く、底部径5．0cmをはかる。

時期　出土遣物は小片であり、時期を特定することはできない。弥生時代中期後半～後期前半の一時

期に位置づけることができる。

（3）溝

①SDOl（第51図）

SDOlはA3グリッドに位置しており、北側はすでに崩落していた。長軸はほぼ北側に向ける。やや攣

曲していることから本来は竪穴住居の壁溝であった可能性がある。残存長1・65m、最大幅0・4m、深さ0・15

mをはかる。出土遣物はない。

②SDO2（第52・53図，第8表，図版13）

SD02はC3グリッドに位置する、ほぼ南北に伸びる溝である。残存長5．35m、最大幅0．85m、深さ0・1

第51図　蒲ケ谷原遺跡SDOl実測図
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第53図　蒲ケ谷原遺跡SDO2出土遺物

mであり、底面は南に向かって下る。

遣物は、弥生土器が2点出土した。壷口緑部破片（51）は、く

の字形の口縁部で、口緑端部は単純口緑である。台付嚢（52）の

第52図　蒲ケ谷原遺跡SDO2実測図
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第54図　蒲ケ谷原遺跡SDO3実測図

台部はハ字形に垂下する。外

面はパケ調整が施される。

③SDO3（第54・56図，第8表，

図版19・20）

SD03はD4グリッド、SB15

の南側に位置する。

SB15の南側よりSD03が伸び

ている。SD03から出土した土

器をみると、SB15とほぼ同一

の時期の弥生土器が出土して

おり、SB15の排水溝として機

能していた可能性がある。

また、SD03はほぼ南北に向

かって伸びているが、やや弧

状を措くため、楕円形の竪穴

住居の壁溝の可能性も残る。

残存長5．5m、最大幅0．6m、

深さ0．15mをはかる。

出土遺物　弥生土器が覆土

中より出土している。壷頸部

片（53）は、櫛描横線文を施

した後、5本以上一組の櫛状工具による縦線（垂下）文を施している。壷片（54）は、上位に棒状工具

による横方向の条痕文、その下位には、棒状工具による斜め方向の条痕文が施されている。小型壷（55・

56）は、頸部から胴部の破片であり、55の頭部は縦パケ調整の後縦ミガキ調整を施し、胴部には縦ミガ

キ調整を施している。壷底部片（59・60）は僅かに窪む上げ底で、外面にはパケ調整、内面にもパケ調

整が施されている。台付嚢（58）は、台部片で、内攣しながらハ字形に垂下し、端部は平坦面に仕上げ

られる。外面にはパケ調整、内面は板ナデ調整が施されている。聾口緑部片（57）は、口緑端部を受口

状に上方に向かって引き出している。口緑端部には棒状工具により羽状のキザミが施されている。胴部

外面はパケ調整が施されている。

時期　これらの土器のうち53・54は白岩式土器の古段階（中期後半でも古い時期）に位置づけること

ができる。一万、55・56は白岩式新段階～菊川式古段階に位置づける

ことができる。したがって、SD03は弥生時代中期後半に開削された可

能性があり、少なくとも後期前半まで機能していたことが判明する。

（4）土坑

4基の土坑を確認したが、SFOl～SF03は竪穴住居に伴う貯蔵穴の可

能性が高く、竪穴住居の項で報告している。

ここではSF04のみ報告する。

①SFO4（第55図，図版13）

SF04は、C5グリッドに位置する。南西側は破壊されているが、や

－53－
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1m

①暗褐色砂質シルト
②赤褐色砂質シルト…・焼土（地山被熱）

第55図　蒲ケ谷原遺跡SFO4実測図



柱穴出土遺物

I
54

第56図　蒲ケ谷原遺跡SDO3出土遺物実測図

や南北に長い楕円形であった可能性が高い。南側半分は底面・壁が焼け赤化していることを考慮すると

炉であった可能性が高い。この場合は、地面を掘り窪め皿状にした炉であった可能性が高い。

出土遺物はなく、確実な帰属時期は不明である。弥生時代中期後半～後期前半の竪穴住居に伴う炉跡

の可能性が高いが、縄文時代の竪穴住居に伴う炉跡である可能性も残る。

（5）柱穴出土遺物（第57図，第8・9表，図版20・21）
ちゆうけつ

ここでは、柱穴から出土した遺物について報告する。なお、竪穴住居や掘立柱建物に伴う柱穴から出

土した遣物については、各遺構の報告で既述している。

SPO7　C3グリッド、SB16の南側に位置するSPO7（第24図）から弥生土器壷破片（61）が出土した。

61は、外面にパケ調整を施しているが、下位と上位のパケを交差させるように施していることから羽状

を意識した調整といえる。

SP49　A3グリッド、SBO7・08の北西側主柱穴のすぐ西側に位置するSP49（第24・31図）から弥生土

器台付嚢の破片（70）が出土した。ハ字形に開く台部で、外面には縦パケ調整を施している。

SP18　C4グリッド、SB12の南東側主柱穴の東側の柱穴SP18（第24・38図）から弥生土器高杯片（71）

が出土した。杯部と脚部の接合部片である。

SP56　C5グリッド、SB13とSB14の北西側の主柱穴の間に位置するSP56（第24・39図）から弥生土器

壷底部片（66）が出土した。平底であり、底部径9．0cmをはかる。また、叩石（72）が出土した。72は、

粗粒砂岩の自然石を利用しており、両小口と一方の側面に敲打痕が確認できる。全長11．7cm、幅6・5cm、

厚さ4．2cm、重量462gをはかる。
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第57図　蒲ケ谷原遺跡柱穴出土遺物実測図

SP60　A5グリッド、SH03の内部に位置するSP60（第24・47図）より黒曜石の剥片（74）が出土した。

SP66　C5グリッド、SB14の南西の主柱穴と切り合うSP66（第24・39図）から弥生土器壷片（62）が

出土した。外面には単節のRL縄文を施している。菊川式土器である。

SP78　D4グリッド、SB15の南側に位置するSP78（第24・54図）より弥生土器壷あるいは深鉢の底部

片（67）が出土した。平底であり、外面は条痕文が施されている。

（6）遺構外出土遺物（第58図，第8・9表，図版20・21）

ここでは包含層より出土した弥生時代に帰属する遣物ついて報告する。

（彰弥生土器

75は壷片で、縦パケ調整の後、3個以上一組の刺突文を施している。76は白岩式土器の壷片で、外面

には棒状工具による条痕文、内面には繊細な工具によるパケ調整が施されている。77は壷片で、櫛状工

具による櫛括横線文を施した後、櫛状工具による縦線（垂下）文を施している。78は壷片で、横方向の

条痕文を施している。79は白岩式土器の壷片で、外面には棒状工具による羽状条痕文が施されている。

81は菊川式土器の壷口緑部破片であり、口緑部は折り返している。口緑端部には単節LR縄文を施した

後、2本以上一組の棒状浮文を貼付けている。口縁部内面には単節LR縄文を巡らせている。82は白岩

式土器の壷胴部片で、胴部は無花果形を呈する可能性が高い。外面には羽状を意識したパケ調整が施さ

－55－



遺構外出土遺物

79

聖－‾‥‾∵
80

Tr．5

！ 蝉＼惧
82

しこ＝＝ヒプ84

Tr．1・2拡張部

C〉

0　　（1：3）　10cm

5cm

石器？，（1二2号　」

第58図　蒲ケ谷原遺跡遺構外出土遺物実測図

れ、内面には板ナデが施されている。84～86は壷底部片で、84・85は平底、86は僅かな上げ底である0

80は確認調査のTr．5から出土した白岩式土器の深鉢口緑部片であり、口緑部はL字形に折り返し、端

部には押圧が施されている。口縁端部の下位には、棒状工具による条痕文が施されている088もTr・5か

ら出土した台付襲片である。83はTr・1・2拡張部から出土した壷口緑部で、口縁端部にはキザミ目が施

されている。内・外面ともにパケ調整が施される。

②石器
こくようせき　　　ねんばんがん　　　けいしつぎょうかいがん

剥片　黒曜石製（90）、粘板岩製（89）と珪質凝灰岩製（91・92）が出土している。1・6～3・3cm程度の

剥片である。
ちゅうりゅうさがん

用途不明石器　93は中粒砂岩製の遣物で、三叉形に加工されている用途不明製品である。全長8・1cm、

幅7．9cm、厚さ2．7cm、重量121gをはかる。
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3　自然科学分析

（1）放射性炭素年代測定

山形秀樹（パレオ・ラボ）

①はじめに

蒲ケ谷原遺跡から出土した炭化材の加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を実施

した。

②試料と方法

試料は、SB15から採取した炭化材（カマツカ）1点（PLD－2950）、SP23から採取した炭化材（シイノ

キ属）1点（PLD－2951）、SBO7・08から採取した炭化材（マツ属複維管束亜属）1点（PLD－2952）、SB15

から採取した炭化材（ヒサカキ）1点（PLD－2953）、SBO7・08中央部から採取した炭化材（ハイノキ属）

1点（PLD－2954）、SB15壁構内から採取した炭化材（ヒノキ）1点（PLD－2955）の併せて6点である。

これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した後、

加速器質量分析計（AMS）にて測定した。測定した14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、

補正した14C濃度を用いて14C年代を算出した。

③結果

表4に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値－25．0％0）、同位体分別効果による測定誤差を補正

した14C年代、14C年代を暦年代に較正した年代を示す。

14C年代値（yrBP）の算出は、14Cの半減期としてLibbyの半減期5，568年を使用した。また、付記した

14C年代誤差（±10）は、計数値の標準偏差0に基づいて算出し、標準偏差（Onesigma）に相当する

年代である。これは、試料の14C年代が、その14C年代誤差範囲内に入る確率が68％であることを意味す

る。

なお、暦年代校正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正

暦年代校正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5，568年として算出された14C年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期5，730±

40年）を較正し、より正確な年代を求めるために、14C年代を暦年代に変換することである。具体的には、

年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU－Th年代と14C年代の比較、および海成堆積

物中の縞状の堆積構造を用いて14C年代と暦年代の関係を調べたデータにより、校正曲線を作成し、これ

を用いて14C年代を暦年代に較正した年代を算出する。

14C年代を暦年代に較正した年代の算出にCALIB4．3（CALIB3．0のバージョンアップ版）を使用し

た。なお、暦年代校正値は14C年代値に対応する校正曲線上の暦年代値であり、10暦年代範囲はプログ

ラム中の確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分率の

値はその10暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、10％未満についてはその表示を省略した。l

C暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示した。

暦年代校正は約二万年前からADl，950年までが有効であり、該当しないものについては14C年代を暦

年代に較正した年代を＊＊＊＊＊またはModernと表記した。
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放射性炭素年代測定

第4表　蒲ケ谷原遺跡出土炭化材の放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

測定番号

（測定法）
試料 データ

∂13 C
（％0）

14C 年代 l

（y rBP ±1の l

14C 年代 を暦年代 に較 正 した年代

暦年代校 正値 1 0 暦年代範 囲

P L D －2950

（A M S）

炭化材

（カマツカ）

SB 15

－27．9 23 5±3 5 Ca l A D l，655
cal A D l，640 － 1，670 （63．6％）

cal A D ＿1，780 － 1，800 （34．4％）

P L D －2951
炭化材

（シイ ノキ属）

SP23

－25．8 2，065±40
ca l B C 85 ca l B C 155 － 130 （16．8％）

（A M S） Ca l B C 55 ca l B C 115 －　 40 （76．8％）

P L D －2952

（A M S）

炭化材

（マ ツ属複維管束亜属）

SBO7 ・08

－29．7 －550±35 M o d ern ＊＊＊＊＊

P L D －2953

（A M S）

炭化材

（ヒサ カキ）

SB 15

－27．9 2，020±40

C al B C 4 0

C al B C 30

c al B C 20

c al B C lO

ca l B C　O

ca l B C 55 －Cal A D 25 （9 1．1％）

P L D －2954

（A M S）

炭化材

（ハイ ノキ属）

SBO 7 ・08中央

－29．6 2，080±40

cal B C 90

Cal B C 75

cal B C 60

cal B C 165 － 130 （28．3％）

cal B C 120 －　 45 （71．7％）

P L D －2955

（A M S）

炭化 材

（ヒノキ）

SB 15壁構内

－27．0 2，070±4 0

Ca l B C 8 5

ca l B C 80

Ca l B C 55

ca l B C 15 5 － 130 （18．8％）

ca l B C 12 0 －　 40 （77．2％）

④考察

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代校正を行った。暦年代較正した10暦年代範囲のうち、

その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲として示さ

れた。

引用文献

中村俊夫　2000「放射性炭素年代測定法の基礎」『日本先史時代の14C年代』3－20真

stuiver，M．andReimer，P・J・，1993，・Extendedl4CDatabaseandRevisedCALIB3・014CAgeCalibrationProgram’，

‘惣α血Cα柏0乃’’，35，p．215－230・

stuiver，M．，Reimer，P・J・，Bard，E・，Beck，J・W・，Burr，G・SHughen，K・A・，Kromer，B・，McCormac，F・G・，Ⅴ・d・Plicht，J・，and

spurk，M・，1998，・INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration，24，000－0calBP，，‘Radioca血n，，，40，P・104日083・

－58－



蒲ケ谷原遣跡

（2）炭化材の樹種同定

植田　弥生（パレオ・ラボ）

（餅まじめに

ここでは、蒲ケ谷原遺跡の竪穴住居跡（5点）と柱穴（1点）から出土した炭化材の樹種同定結果を

報告する。なお、同一試料を用いて加速器質量分析法を用いて放射性炭素年代測定が実施されている。

②試料と方法

同定は、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の3方向（横断面・接線断

面・放射断面）の断面を作成し、走査電子顕微鏡で材組織を拡大し、観察と写真撮影を行った。走査電

子顕微鏡用の試料は、3断面を5mm角以下の大きさに整え、直径1mの真銀製試料台に両面テープで固

定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製JSM－TlOO型）に挿入し

た。

なお、同定した炭化材の残り破片は、静岡県教育委員会文化課が保管している。

③結果

同定結果の一覧と炭化材の形状などを、第5表に示した。

竪穴住居SB15から採取された3点の炭化材は、落葉広葉樹のカマツカ、常緑広葉樹のヒサカキ、針葉

樹のヒノキであった。竪穴住居SBO7・08内出土の1点は落葉性と常緑性の種を含む広葉樹のハイノキ属

であり、SBO7・08出土の1点は針葉樹のマツ属複維管束亜属であった。柱穴SP23出土の1点は、常緑広

葉樹のシイノキ属であった。

以下に観察した材組織の特徴を記載し、3方向の材組織の写真を提示した（写真28・29）。記載は、分

類配列順に記す。

A　マツ属複維管束亜属　拗ussubgen．D471oxJ40n　マツ科　写真28la－lc

主な軸方向要素は仮道管からなる針葉樹材である。垂直と水平の樹脂道があり、晩材の量は多く、垂

直樹脂道は晩材部に多く分布していた。分野壁孔は窓状である。放射組織の上下端には放射仮道管が1

層以上あり、有縁壁孔対や壁内に突起状の肥厚が認められたが、内腔に張り出た形状は判らない。

マツ属複維管束亜属には、アカマツとクロマツが属し、暖帯から温帯下部に生育する常緑針葉樹であ

る。特にアカマツは人間活動地域との関係が深く、開発地周辺の特に乾燥地に成立する二次林の主要樹

となる。クロマツは海岸部に多く分布する。

B　ヒノキ　ChamaegpaIおobtusaEndl．写真28　2a－2C

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材である。晩材の量は少なく、早材から晩材への移行

は緩やかである。放射柔細胞の内壁は平滑で、分野壁孔の孔口はやや斜めに細く開き、壁孔緑は広い典

型的なヒノキ型であり、1分野に1～2個、おもに2個が水平に配列する。

ヒノキは本州の福島県以南・四国・九州のやや乾燥した尾根や岩上に生育し、材は耐久性・切削性・

割裂性にすぐれている。

C　シイノキ属　Cおね月甲南　ブナ科　写真28　3a－3C

年輪の始めに中型の管孔が間隔を開けて配列し、中型の管孔が放射状に数層分布した後、やや急に径

を減じ晩材では非常に小型の管孔が火炎状に配列する環孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿

孔、内腔にはチロースが発達している。放射組織は単列同性である。年輪始めの管孔が間隔を開けて配

置していることからクリとは異なりシイノキ属であることが判る。
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炭化材の樹種同定

第5表　蒲ケ谷原遺跡出土炭化材樹種同定結果一覧

遺　　 構 出土位置 樹　　 種 年代測定番号 備　　　 考

竪穴住居 SB15

カマツカ PLD －2950 直径1．1cm丸木の半割り状の材、（近世以降）

ヒサカキ PLD －2953 破片

壁溝内 ヒノキ PLD －2955 節部を含む破片

竪穴住居 SBO7 ・08 中　 央 ハイノキ属 PLD －2954 推定直径 2～ 3 cmの破片

竪穴住居 SBO7 ・08 マツ属複維管束亜属 PLD －2952 磨耗した破片、（現在）‘

柱穴 SP23 シイノキ属 PLD －2951 破片

シイノキ属は暖帯に生育する常緑高木で、関東以西に分布するツブラジイと福島県と新潟県佐渡以南

に分布するスダジイがある。

D　カマツカ　fbzHth由eaTdHosa（Thunb．）Decaisnevar．heljk（Thunb．）Staf．

バラ科ナシ亜科　写真29　4a－4C

小型の管孔が主に単独で分布し、年輪始めの管孔はやや大きく接線状に配列し、木部柔細胞が多く分

布している散孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、内腔にかすかならせん肥厚がある。放

射組織は異性、主に4細胞幅、上下端に方形・直立細胞が単列で1～3細胞高ある。

年輪始めの管孔がやや大きく目立ち、放射組織の細胞幅が主に4細胞幅になる事から、ナシ亜科の材

の中でカマツカと特定できると判断した。

カマツカは暖帯から温帯の山野に普通の落葉低木である。材は垂硬・強靭で割裂しにくい。

E　ヒサカキ　EuI77ajaponlcaThunb．ツバキ科　写真29　5a－5C

非常に小型で多角形の管孔が密に散在する散孔材である。道管の壁孔は交互状から階段状、穿孔は横

棒数が非常に多い階段穿孔である。放射組織は異性、主に2細胞幅、道管との壁孔は交互状・階段状で

ある。

ヒサカキは暖帯の林下にきわめて普通の常緑の小高木である。

F　ハイノキ属　的locog　ハイノキ科　写真29　6a－6C

非常に小型の管孔が均一に分布する散孔材である。道管の壁孔は交互状から階段状、穿孔は横棒数が

20～30本の階段穿孔である。放射組織は異性、1～4細胞幅、単列部は直立細胞からなり、道管との壁

孔は小型で交互状に多数ある。

ハイノキ属は落葉性または常緑性の低木や高木がある。北海道から九州の暖帯・温帯の山地や谷間に

生育するサワフタギ、近畿地方以西の暖帯の山地に生育するハイノキ、関東地方以西の暖帯に生育する

クロバイ、千葉県以西の照葉樹林に生えるミミズバイ・クロキなどがある。

④考察

蒲ケ谷原遺跡の竪穴住居や柱穴から出土した炭化材6点の樹種を同定した結果、6点とも異なる樹種

であった。その樹種は、針葉樹のヒノキ・マツ属複維管束亜属、常緑広葉樹のヒサカキ・シイノキ属、

常緑性と落葉性を含むハイノキ属、落葉広葉樹のカマツカであり、検討試料数が少ないわりに多様な分

類群が検出された。これらの炭化材試料は比較的小さな破片であるため、本来の用途の特定は困難であ

るが、竪穴住居や柱穴からの出土であることから、建築材・構築材と推測でき、燃料材や道具類の破片

である可能性もあろう。いずれにせよ、この時期には針葉樹材と落葉および常緑の広葉樹材の多様な樹

種が、生活に利用されていたことが判明した。また、このような多様な樹種が生育する森林が集落周囲

に成立していたことが推測できる。

静岡県内では大井川以東に分布する登呂遺跡（静岡市）・山本遺跡（韮山町）・雌鹿塚遺跡（沼津市）

など弥生時代後期の遺跡や、弥生時代中期後半・後期の有東遺跡（静岡市）などでは、出土木製品にス
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蒲ケ谷原遣跡

ギが非常に多いことで有名である（山田1993）。しかし、当遺跡が所在する大井川以西に分布する遺跡の

弥生時代の樹種利用に関する情報量は少なく不明瞭であるが、伊場遺跡（浜松市）・梶子遺跡（浜松市）・

耳川遺跡（菊川町）・玉越遺跡（磐田市）・堀越ジョウヤマ遺跡（袋井市）の報告では、スギの優占使用

傾向は確認できないかヒノキの出土例が目につく（山田1993，浜松市教委2002）。当遺跡においても同定

数は少ないが、検出された針葉樹にスギはなく、ヒノキであった点は示唆的である。

なお、発掘状況からは弥生時代中期後半～後期前半と推定されているが、測定番号PLD－2950とPLD

－2952の放射性炭素年代値は大きく異なる値が報告された。PLD－2950は、暦年代較正値calADl，655

で近世に比定される値であった。この炭化材樹種は落葉広葉樹のカマツカで、直径約1皿の細い枝材で

あり、はかの炭化材試料に比べ非常に固く割れ口は光沢があったことから、製炭材の可能性がある。

また、PLD－2952は、樹種はマツ属複維管束亜属であり、はかの炭化材試料とは異なり磨耗した破片

であった。年代値は現世を示すModernであり、周辺からの流入の可能性が高い。

引用文献

山田昌久1993「日本列島における木質遣物出土遺跡文献集成一用材から見た人間・植物関係史」『植生史研究』特別第1号

ト242貢

浜松市教育委員会　2002『伊場遺跡遣物編』8（木製品II・金属器・骨角器）（伊場遺跡発掘調査報告書　第10冊）
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2a　ヒノキ（横断面）　　　bar：0．5mm ヒノキ（接線断面）　　bar：0．1mm　2C　ヒノキ（放射断面）　bar：0・05mm
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3a　シイノキ属（横断面）　bar：1．0mm　3b　シイノキ属（接線断面）bar：0・1mm　3C　シイノキ属（放射断面）bar：0・lTnm

第28図　蒲ケ谷原遺跡出土炭化材の材組織走査電子顕微鏡写真①
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4a　カマツカ（横断面）　　bar：0．57nm　4b　カマツカ（接線断面）　bar：0．1mm4C　カマツカ（放射断面）　bar：0．1mm

5a　ヒサカキ（横断面）

ぷ！；

5b　ヒサカキ（接線断面）bar：0．1mm　　5C　ヒサカキ（放射断面）bar：0．1mm

I

嘗

昭

二！・

］：

6a　ハイノキ属（横断面）　bar：0．5mm　6b　ハイノキ属（接線断面）bar：0．5mm　6C　ハイノキ属（放射断面）bar：0．5mm

第29図　蒲ケ谷原遺跡出土炭化材の材組織走査電子顕微鏡写真（合
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観察表

4　観察表

第6表　蒲ケ谷原遺跡の竪穴住居の概要

住居

番号
挿図 図版

竪穴住居 主柱穴

時期 備考平面形
長軸

方向

規模

（南北×東西）
長辺 短辺 柱穴の規模

SBO l
26

27
3 楕 円 ？ 東 西 ？ 4．2以上 ×3．1以上 3．10 1．4以上 0．30～0．35

中期後半～

後期前半

SBO2
26

27
3 楕 円 ？ 東西 ？ 6．2以上 ×4．0以上 3．20 2．0以上 0．30～0．35

中期後半～

後期前半
貯蔵穴（SFOl）あり。

SBO3
26

27 －
楕 円 ？ 東 西 ？ 4．2以上 ×1．3以上 2．80 0．5以上 0．25

中期後半～

後期前半

SI304 28 3 楕 円 ？ 東 西 ？ 0．35以上 ×3．60以上 － － －
中期後半～

後期前半

SBO5 29 3 楕円 ？ 南北 ？ 不明 1．8以上 2．30 0．30～0．50
中期後半～

後期前半

SBO6 30 3 ・4 楕円 ？ 東 西 ？ 不明 2．10 2．00 0．25～0．4
中期後半～

後期前半

焼失住居の可能性

あり。

SBO7
3 1

巻頭1
5 ・6 楕円 南北 7．6m 前後 ×5．7m 前後 3．30 2．80 0．40～0．50 中期後半

SB08より古い。
貯蔵穴（SFO2）あり。

炉跡あり。

SBO8
3 1

巻頭1
5 ・6 楕円 南北 8．0×6．7 3．30 3．15 0．35～0．5

中期末～

後 期前半

SB07よ り新 し く、

SH 02よ り古い。

貯蔵穴 （SFO3） あ

り。炉跡 あり。

SBO9 34 4 楕円 ？ 南北 ？ 不明 2．10 2．00 0．20～0．25
中期後 半～

後期前半
炉跡あ り。

SBlO 35 7 楕円 ？ 南北 ？ 不明 3．90 3．40 0．30～0．60
中期後 半～

後期前半

SI311 36 8 楕 円 ？ 東西 ？ 2．3 5以上 ×3．3以上 － － 0．25～0．35
中期後 半～

後期前半
貼床。

SB12 38 － 楕 円 ？ 東西 ？ 不明 2．70 2．50 0．30～0．60
中期後 半～

後期前半

SB13 39 － 楕 円 ？ 南北 ？ 不明
2．65
（平均）

2．55

（平均）
0．3 0～0．50

中期後半 ～

後期前半

SB14 39 － 楕 円 ？ 南北 ？ 不明 3．50 2．90 0．30～0．4 0
中期後半 ～

後期前半

SB 15 40 8 ・9 楕 円 東西 7．2 ×6．3 3．25 2．65 0．2 5～0．30
中期後半 ～

後期前半

排水溝 （SDO3）が伴

う可能性あり。
炉跡あり。貼床。

SI316 42 － 楕 円 ？ 南北 ？ 不明 3．20 2．4 0 0．30～0．40
中期後半～

後期前半

SB 17 43 － 楕 円 ？ 東西 ？ 不明 2．10 1．80 0．25～0．30
中期後半～

後期前半

SB 18 44 － 楕 円 ？ 不明 不明 2．00 2．00 0．25～0．30
中期後半～

後期前半

単位はm 。

第7表　蒲ケ谷原遺跡の掘立柱建物の概要

遺構

番号
挿図 図版

長軸

方位
柱間数

規　　 模

柱穴規模 時　　 期 備　　 考
桁行 梁間 面積 桁側柱間

SHO l 45 3・10 南北 1 × 2 2．50 2．20～
2．50 5．9 1．25 0．35～0．5 中期後半 ～後期前半

SHO2 46 10 南北 1 × 2 4．10 3．80 15．6 2．05 0．35～0．55 後期前半 SB08 より新 しい。

SHO3 47 11 東西 1 ×2 5．10 3．60 18．4 2．55 0．3～0．45 中期後半～後期前半

SHO4
47

48

49

11

12

北西 －

南東
1 × 1 4．40 3．40 15．0 2．20 0．3～0．7 中期後半～後期前半

楼閣などの可能性

あり。

1 ×2 間の可能性
あり。

SHO5 東西 1 ×2 3．70 2．90 10．7 1．85 0．3～0．55 中期後半～後期前半 SH06よ り新 しい。

SHO6 49 12 東西 1 ×3 3．60 2．30 8．3 1．25 0．35～0．6 中期後半～後期前半 SH05よ り古 い。

SHO7 50 12 東西 1 ×2 5．00 3．60 ・ 18．5 2．50 0．35～0．6 中期後半～後期前半

SHO8

ヽ

50 12 東西 1 ×2 4．50 3．85 17．3 2．25 0．4～0．5 中期後半～後期前半

単位はm 、扇。桁側 柱間は平均値。桁側柱間は、平均距離。
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蒲ヶ谷原遺跡

第8表　蒲ケ谷原遺跡出土土器観察表

遣物

番号

挿図

番号

図版

番号
遺構名 種類 器種

特徴 法量 （cm） 胎
土
焼成 色調 残存

部位

残存

率
（％）

様式 備考
外面 内面 口径 底径 最大径 器高

7 －1 23 14 （倒木跡） 縄文 深鉢 列点文 条痕文 （5．4） 密 不良 灰黄褐 口緑部 5 粕畑式

7 －2 23 14 （倒木跡） 縄文 深鉢 列点文 条痕文 （4．9） 密 不良 灰黄褐 胴部？ 5 粕畑式

8 23 14 Tr．2 縄文 深鉢 ミガキ 5．7 （3．0） 密 良 にぷい
黄橙

底部 10
底部
網代痕

10 25 14
SIiOl
（SF Ol内）

弥生 壷 6．0 （1．8） 密 良 にぷい
橙
底部 20

白岩～
菊川式

15 33 17 SBO7・08 弥生 壷
パケ
（羽状？） （2．7） 密 良 褐灰 胴部？ 5

白岩～
菊川式

16 33 17 SBO7・08 弥生 壷
棒状浮文
三角連繋文 （2．2） 密 良 にぷい黄褐 口緑部 5 白岩式

17 33 17 SBO7・08 弥生 壷 櫛措横線文 （5．7） 密 艮 灰黄褐 胴部？ 5
白岩～
菊川式

18 33 17 SBO7・08 弥生 壷
櫛措横線文
縦線（垂下）文 （4．8） 密 良 灰黄褐 胴部？ 5 白岩式

19 33 15・17 SBO7・08 弥生 小型壷

縦パケ
押圧横線文

櫛刺突文
羽状パケ
板ナデ

しぼり 4．2 11．2 （12．5） 密 良 にぷい黄橙
頸～
底部 100 白岩式新～

菊川式古
（有東武）

20 33 15・17 SI307・08 弥生 小型壷 横パケ 12．4 （8．3） 密 良 橙 胴部 40
白岩式新～
菊川式古

（有東式）

21 33 15・17 SBO7・08 弥生 壷 13．0 （11．9） 密 不良 にぷい
橙
口緑～
上胴部 40

白岩式新～
菊川式古

22 33 16・17 SBO7・08 弥生 ・＝ヒ当亘
縦ナデ
刺突文 10．2 （9．9） 密 不良 にぷい

黄橙
口緑～
頸部 20

白岩式新～
菊川式古

（有東武）

23 33 16・17 SBO7・08 弥生 壷 縦ミガキ ナデ 5．9 （4．2） 密 良 にぷい
橙
底部 90 白岩式

24 33 16・17 SBO7・08 弥生 ・＝ヒ璽E
六ヶ パケ 5．9 （4．1） 密 良 にぷい

橙
底部 90 白岩式 上げ底

25 33 16 S1307・08 弥生 ＝土ご宜E パケ 8．0 （1．7） 密 不良 にぷい黄橙 底部 25 白岩～
菊川式

26 33 16・17 SBO 7・08 弥生 壷 パケ 6．1 （5．6） 密 不良 にぷい橙 底部 20 白岩式

27 33 16・17 S王iO7・08 弥生 壷 7．2 （3．4） 密 不良 にぷい黄橙 底部 90 白岩～
菊川式

底部一部
凹む

28 33 16 SB O7・08 弥生 壷 9．3 （3．3） 密 良 にぷい
黄橙

底部 10
白岩～
菊川式

29 33 16 SB O7・08 弥生 壷 6．1 （2．8） 密 良 にぷい
橙
底部 20

白岩～
菊川式

30 33 16 SB O7・08 弥生 台付饗 （2．5） 密 不良 にぷい
黄
接合部 40

白岩～
菊川式

31 33 16 SBO7・08 弥生 台付襲 （3．4） 密 良 浅黄 接合部 40
白岩～
菊川式

32 33 － SBO7・08 弥生 台付嚢 （6．0） 密 良 にぷい
黄橙
脚台部 10

白岩～
菊川式

36 37 14 SB ll 弥生 壷
櫛措横線文
櫛措波状文
縦パケ後ナデ

（6．0） 密 良 にぷい
黄橙

頭部 5
白岩～
菊川式

38 41 18・19 SI315 弥生 高杯 縦 ミガキ
（杯部）ミガキ
（脚部）しぼり
指押え

25．0 12．3 18．9 密 不良 にぷい
黄橙 35

白岩式新～
菊川式古

39 41 18・19 SB 15 弥生 壷

櫛措横線文
研磨帯

へラによる
直線文

板ナデ （2．8） 密 良 褐灰 胴部？ 5 白岩式

40 41 18・19 SB 15 弥生 鉢？ パケ パケ 16．0 （4．5） 密 良 灰黄褐 口縁部 8 白岩式

41 4 1 18・19 SB 15 弥生
深鉢
か嚢
横方向の
条痕文 （1．3） 密 良 灰黄褐 口緑部 5 白岩式

口緑端部
にキザミ

42 41 18・19 SB 15 弥生 蛮 パケ
パケ
横パケ
指押え

16．0 14．0 （14．0） 密 不良 にぷい橙
口緑～
胴部 10

白岩式新～
菊川式古

口緑端部
にキザミ

43 4 1 18・19 SB15 弥生 襲 パケ パケ
板ナデ？ 20．6 （9．4） 密 良 にぷい

黄橙
口緑部 40

白岩式新～
菊川式古

口緑端部
にキザミ

44 4 1 18・19 SB15 弥生 窺 パケ パケ
指押え 26．0 （6．2） 密 良 にぷい

橙
口縁部 15

白岩式新～
菊川式古

口緑端部
にキザミ

45 4 1 18・19 SB15 弥生 嚢 パケ
指押え

パケ

9．2

19．9 （14．7） 密 良 にぷい
橙
口緑～
胴部 10

白岩式新～
菊川式古

スス付着

46 4 1 17・18 SB15 弥生 台付襲 パケ 板ナデ （9．4） 密 不良 にぷい
橙
脚台部 70

白岩式新～
菊川式古

47 4 1 18・19 SB15 弥生 台付嚢 パケ

パケ

パケ 8．2 （8．0） 密 良 橙 脚台部 60
白岩～
菊川式

51 53 － SDO2 弥生 壷 パケ （3．5） 密 不良 にぷい
黄橙
口緑部 5

白岩～
菊川式

52 53 － SDO2 弥生 台付聾 （2．8） 密 良 にぷい
橙
接合部 25 白岩～

菊川式

53 56 19 SDO3 弥生 壷
縦線（垂下）文
櫛措横線文 （9．2） 密

密

良 にぷい
黄橙

頸部 5 白岩式古 黒斑

54 56 19 SDO3 弥生 壷
横・斜め方向

の条痕文
（4．0） 良 にぷい

橙
胴部 5 白岩式古
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観察表

遣物

番号

挿図

番号
図版

番号
遺構名 種類 器種

特徴 法量 （cm） 胎
土 焼成 色調

残存
部位
残存率
（％） 様式 備考外面 内面 口径 底径 貴大径 器高

55 56 20 SI）03 弥生 小型壷
縦パケ

→縦ミガキ
縦ミガキ

（上部）しぼり
（下部）ミガキ

（2．9）
（3．9） 密 良 灰黄褐

頸～
胴部 5

白岩式新～
菊川式古

輪積み痕

56 56 20 SDO3 弥生 小型壷 板ナデ （7．5） 密 良 にぷい
黄橙
頸～
胴部 20

白岩式新～
菊川式古 輪積み痕

57 56 19 SD O3 弥生 嚢 パケ 25．6 （3．2） 密 良 にぷい黄橙 口緑部 5
白岩～
菊川式

口緑端部

にキザ ミ
スス付着

58 56 20 SD O3 弥生 台付嚢
パケ
口唇部
羽状刺突文

板ナデ 8．1 （6．8） 密 良 にぷい黄橙 脚台部 90 白岩～
菊川式

59 56 19 SI）03 弥生 壷 パケ後→
横ミガキ

パケ
底部ミガキ 6．3 （4．7） 密 良 灰黄 底部 50

白岩～
菊川式

60 56 19 SDO3 弥生 壷 パケ パケ 5．8 （6．8） 密 良 灰黄 底部 100
白岩～
菊川式

61 57 20 SPO7 弥生 ＝土ご竺E パケ （6．3） 密 良 にぷい
黄橙 胴部？ 5

白岩～
菊川式

62 57 － SP66 弥生 壷 単節R L 縄文 指押え （3．8） 密 良 にぷい橙 胴部？ 5 菊川式

63 57 －
SP ll
（SHO6） 弥生 小型壷 14．2 （4．0） 密 良 にぷい

黄橙 胴部 5
白岩～

菊川式

64 57 20 SP50 弥生 壷か
高杯

板ナデ？ （4．6） 密 良 にぷい黄橙
胴部か
杯部下半 20

白岩～
菊川式

輪積み痕

65 57 －
SP2 1
（SHO8） 弥生 壷 5．0 （1．3） 密 良 浅黄 底部 30 白岩～菊川式

66 57 20 SP56 弥生 壷 9．0 （1．9） 密 不良 にぷい
黄橙 底部 40

白岩～
菊川式

67 57 20 SP78 弥生 深鉢
か壷
条痕文 ナデ 7．0 （2．2） 密 良 にぷい

橙 底部 20 白岩式

68 57 － SP64 弥生 ・＝ヒ竺E （2．9） 密 良 にぷい
黄橙 口縁部 5

白岩～
菊川式

69 57 －
SP25
（SB 12） 弥生 壷 （3．2） 密 良 にぷい

黄橙
口緑～
頸部 5

白岩～
菊川式

70 57 － SP49 弥生 台付襲 縦パケ （4．4） 密 良 にぷい
赤褐 接合部 15

白岩～
菊川式

71 57 － SP18 弥生 高杯か （1．8） 密 良 にぷい
橙 接合部 5

白岩～
菊川式

75 58 2 0 包含層 弥生 壷 縦パケ
刺突文 （2．7） 密 良 灰黄褐 胴部？ 5

白岩式新～
菊川式古

黒斑
（丸子式）

76 58 20 包含層 弥生 壷 条痕文 パケ （3．7） 密 良 1 にぷい橙 胴部？ 5 白岩式

77 58 20 包含層 弥生 壷 櫛措横線文
縦線（垂下）文 （3．7） 密 艮 にぷい橙 胴部？ 5 白岩式

78 58 20 包含層 弥生 壷 条痕文 （3．1） 密 良 にぷい橙 胴部 ？ 5 白岩式

79 58 20 包含層 弥生 士雲亘 羽状条痕文 パケ （5．4） 密 良 にぷい橙 胴部 ？ 5 白岩式

80 58 2 1 Tr．5 弥生 深鉢 条痕文 （2．0） 密 良 にぷい橙 口緑部 5 白岩式

81 58 20 包含層 弥生 壷 単節L R 縄文
棒状浮文 単節L R 縄文 13．0 （1．4） 密 良 灰黄褐 口緑部 ・ 5 菊川式

折り返 し

口緑
82 58 20 包含層 弥生 壷 パケ 板ナデ 18．4 （6．6） 密 良 暗灰黄 胴部 10 白岩式

83 58 2 1 Tr．1・2拡張部 弥生 士宝E パケ パケ （2．4） 密 良 にぷい黄橙 口緑部 5
白岩～
菊川式

口緑端部
にキザミ

84 58 20 包含層 弥生 壷 6．4 （1．7） 密 不良 灰黄 底部 50 白岩～
菊川式

　 、

85 58 20 包含層 弥生 ＝量ご宜E パケ 7．9 （2．1） 密 良 黄灰 底部 25
白岩～
菊川式

’86 58 20 包含層 弥生 ＝量ご・竺E パケ パケ 9．3 （2．5） 密 良 にぷい
黄橙
底部 50

白岩～
菊川式

87 58 － 包含層 弥生 台付嚢 （2．4） 密 不良 にぷい
橙
接合部 100

白岩～
菊川式

88 58 21 Tr．5 弥生 台付喪 （3．2） 密 不良 にぷい
黄橙
接合部 50

白岩～
菊川式

※Tr．は確認調査時の試掘溝番号。
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蒲ヶ谷原遺跡

第9表　蒲ケ谷原遺跡出土石器観察表

遣物
番号 挿図 図版 遺構名 種　　 類 材　　 質 特　　　　　 徴 備　　　 考

9 23 14 包含層 石棒 中粒砂岩

残存長14．3cm、頭部長4．5cm、
頭部直径7．8cm、括れ部長3．0cm、
括れ部直径7．5、身部残存長6．8cm、
身部直径8．6cm、重量1440g 。
括れ部と頭部は研磨調整。身には自然面
残存。

叩石として転用か？

11 25 15 SBO2内SPOl 剥片石器 中粒砂岩 全長5．1cm、幅5．7cm、厚さ0．9cm、
重量32g 片面に自然面残る。

12 25 15 SBO2内SFOl 剥片石器 中粒砂岩 全長5．9cm、幅5．4cm、厚さ1．1cm、
重量53g 片面に自然面残る。

13 25 15 SBO2内SFOl 剥片石器 中粒砂岩 全長5．3cm、幅5．8cm、厚さ2．5cm、
重量112 g 両面に自然画残る。

14 25 15 SBO2内SFOl 剥片石器 流紋岩？ 全長6．5cm、幅6．5cm、厚さ1．3cm、
重量69g 片面に自然面残る。

33 33 17 SBO7 ・08 石鉄 粘板岩
全長1．9cm、幅1．65cm、厚さ4 mm、
重量約 1°g 。基部凹基式。

34 33 17 SBO7 ・08 剥片石器 中粒砂岩
全長7．8cm、幅5．1cm、厚さ1．2cm、
重量51 g 片面に自然面残る。

35 33 17 SBO7 ・08 剥片 粘板岩
最大長2．7cm、最大幅2．1cm、
厚さ6．5mm、重量4 g

37 41 19 SB15 叩石 含礫坦粒砂岩
全長9．7cm、幅4．3cm、厚さ2．8cm、
重量187 g 両小口に敲打痕あり。

48 41 19 SB15 剥片石器 中粒砂岩
全長4．6cm、幅4．9cm、厚さ1．3cm、
重量35 g 片面に自然面残る。

49 41 19 SB15 剥片石器 中粒砂岩
全長7．1cm、幅7．2cm、厚さ1．1cm、
重量53 g

50 41 SB15 剥片 中粒砂岩
全長3．4cm、幅3．05cm、厚さ4 mm、
重量 3 g 片面に自然画残る。

72 57 21 SP56 叩石 粗粒砂岩
全長11．7cm、幅6．5cm、厚さ4．2cm、
重量462 g

両小口および片側側
面に敲打痕あり。

73 57 21 SP72 叩石 チャート
全長8．5cm、最大幅5．4cm、厚さ1．8cm、
重量131g

小口の片側のみに敲
打痕あり。

74 57 21 SP60 剥片 黒輝石
全長1．95cm、幅1．55cm、厚さ7 mm、
重量2．5 g

89 58 21 包含層 剥片 粘板岩
全長1．6cm、幅1．2cm、厚さ3 mm、
重量0．6 g 片面に自然面残る。

90 58 21 包含層 剥片 黒輝石 全長2．2cm、幅2．5cm、厚さ9．5mm、
重量4．5g

91 58 21 包含層 剥片 珪質凝灰岩 全長2．3cm、幅2．8cm、厚さ6．5mm、
重量4 g

92 58 21 包含層 剥片 珪質凝灰岩 全長3．25cm、幅2．85cm、厚さ9 mm、
重量10g

93 58 21 包含層 三叉形石器 中粒砂岩
全長8．1cm、幅7．9cm、厚さ2．7cm、
重量121g

一部に自然面残存。
用途不明。
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第3節　大溝遺跡

1概要と基本土層（第59・60図）

（1）概要
おおみぞ　　　さがらちょうすすき　するがわん

立地　大溝遺跡は、相良町須々木の駿河湾に面

する丘陵の裏側の、南側に向かって緩やかに傾斜
たなだ

する斜面（谷部）に立地しており、現在は棚田や

畑地として利用されている。この谷は須々木川が

開析したものである。

大溝遺跡の近くには、遺跡はほとんど確認する

ことはできず、東側の駿河湾に面する尾根上に、
うえのやま　　　　　　　　むかいだ

上ノ山古墳（第20図91）や向田古墳（90）などの
すすき　　　　　あめがやさか

数基の古墳や須々木遺跡（92）、雨ケ谷坂遺跡（93） 第59図　大溝遺跡基本土層図
はぎまがわ　　　　　　　　　おさがわ

が確認されるのみである。相良町中央部の萩間川流域や、相良町南部の乳Il流域と比較すると、遺跡の

密度が非常に低いといえる。

概要　大溝遺跡では、掘立柱建物2棟が出土した。

（2）基本土層（第59図）

基本土層は、上層より、表土である現在の水田面・耕作土（I層）、その下位に中世の遺構面の可能性

がある暗灰色シルト層（II層）、古墳時代終末期以降中世以前の包含層である黄褐色シルト層（IH層）、

遺構が掘り込まれた明灰褐色砂質シルトの地山（IV層）へとつづく。
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第60図　大溝遺跡の本調査対象範囲



蒲ケ谷原遺跡

X＝－146970

X＝－146980

第61図　大溝遺跡全体図

2　掘立柱建物

大溝遺跡では、掘立柱建物2棟と柱穴

数基を確認した。調査区の南半部分で出

土しており、遺跡は調査区外の南から南

西側に広がると想定できる。

（1）1号掘立柱建物（SHOl，第61・62図，

第10表，図版22・23）

概要　SHOlはBl・B2、Cl・C2

グリッドに位置している。SH02との切り

合い関係はない。

構造　SHOlは長軸を南北に向ける。柱

間は1×2間以上で、南側は調査区外で

ある。規模は桁行3．4m以上、梁間1．9m、

面積約6．4Id以上である。桁側の柱間は北

側から1．9m、1．4m以上である。柱穴は

不整形な円形で、直径0．3～0．4mである。

柱や柱痕が残存するものは確認できな

かった。

出土遺物　出土遣物はない。

時期　出土遣物がないことから、時期

を決定することはできない。確認調査

（Tr．6）や本調査で包含層より出土した

土器をみると、古墳時代終末期～奈良時

代と推測する須恵器や土師器が出土して

おり、SHOlはその時期に比定できる可能

性がある。

（2）2号掘立柱建物（SHO2，第63図，第10表，図版22・23）

概要　SH02はSHOlと重複するような状況はない。

構造　南西隅部が調査区外であり、柱間は最低2間（北東一南西）×2間（北西一北東）で、総柱建

物である。南隅角部柱穴の南西側にある柱穴が、この建物に伴うものと仮定すれば、2間（北東一南西）

×3間（北西一南東）以上の総柱建物となる。

規模は、北東一南西がやや長く、桁行（北東一南西）4．2m以上、梁間（北西一南東）4・Om、面積16・8

ITiをはかる。柱間の間隔は、桁側で北西側から2．1m、2．1m、梁側で北西側から2・Om、2・Omである。

柱穴は不整形な円形であり、直径0．3～0．4mをはかる。柱や柱痕が残存するものは確認できなかった。

出土遺物　出土遣物はない。

時期　出土遣物がないことから、時期を決定することはできない。確認調査（Tr・6）や本調査で包含

層より出土した土器をみると、古墳時代終末期～奈良時代と推測する須恵器や土師器が出土しており、

SH02はその時期に比定できる可能性がある。
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SfIO2・観察表

3　出土遺物（第4図，図版

21，第11表）

本調査では須恵器と土師器

の破片が出土した。このうち

土師器は大部分が嚢の小片で

ある。器表面が摩滅しており、

図示することはできなかった。

須恵器も小片であり図示でき

なかった。

本調査のTr．6から須恵器

杯身が2点出土している（第

4図1・2，12頁参照）。これ

らの須恵器は遠江編年Ⅳ期前

半、7世紀前半に位置づける

ことができる。

4　観察表

第10表　大溝遺跡の掘立柱建物の概要

l聖

第62図　大溝遺跡SHOl実測図

遺構

番号
挿図 図版

長軸

方位
柱間数

規　　 模
柱穴規模 時　　 期 備　　 考

桁行 梁間 面積 柱 間規模

SHOl 62
22

23
南北 1 × 2 以上 3．4以上 1．9

6．4rd

以上
1．9 0．3～0．4

古墳時代終末期

ノ、奈良時代 ？

SHO2 63
22

23
南北 ？ 2 ×2 以上 4．2以上 4．0

16．8Id

以上
2．0～2．1 0．3～0．4

古墳時代終末期

～奈良時代 ？

柱穴 が一直線 に

並 ばな い ところ

が ある。

単位はm。

第11表　大溝遺跡出土土器観察表

遺 物

番 号

挿 図

番 号

図 版

番 号
遺 構 名 種 類 器 種

法 立 （cm ）
胎 土 焼 成 色 調 残 存 部 位

残存 率

（％ ）
備 考

口径 底径 器 高

1 4 2 1 Tr．6 須 恵 器 杯 身 10 cm 前 後 （2．0 ） 密 良 灰 白 口緑 部 5

2 4 2 1 T r．6 須 恵 器 杯 身 10 cln前 後 （3．3） 密 良 灰 口緑 ～胴 部 15

3 4 2 1 T r．19 山茶 碗 碗 6．2 （2．0） 密 良 灰 自 底 部 50

4 4 2 1 T r．9 山茶 碗 小 碗 11．8 5．9 3．9 密 良 灰 5 底 部 ソ タ 痕

5 4 2 1 Tr．19 山茶 碗 碗 15 ．9 （1．8） 密 良 灰 口綾 部 8

6 4 2 1 T r．20 か わ ら け 小 皿L 5．2 （1．1） 密 良 黄 橙 底 部 25
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蒲ヶ谷原遺跡

（1こ60）
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第63図　大溝遺跡SHO2実測図



第Ⅳ章　蒲ケ谷原遺跡・大溝遺跡の評価

第1節　蒲ケ谷原遺跡の評価

蒲ケ谷原遺跡では、竪穴住居18軒、掘立柱建物8棟、土坑4基、溝3条、柱穴多数が出土した。また、

縄文土器、石棒、弥生土器、叩石、剥片石器、剥片が出土した。これらの資料を基礎に蒲ケ谷原遺跡の

評価を試みたい。

1　遺構について

（1）竪穴住居について（第64・65図）

住居の規模について　竪穴住居は、壁溝の存在により住居規模が半晒したものが3軒あり、その主柱

穴の長辺と住居の長軸長の相関関係を示したのが第64図である。また、主柱穴の長辺と短辺の相関関係

を表したものが第65図である。主柱穴間の規模と住居規模の相関関係から蒲ケ谷原遺跡の竪穴住居の規

模を復元し、それを元に規模について考えておく。

まず、第65図をみると、竪穴住居の柱間により規

模差が確認でき、①長辺・短辺2m前後のもの、②

長辺2．7m、短辺2．5m前後のもの、③長辺3・0～3・5

m、短辺2．5～3．2m前後のもの、④それ以上のもの

の4つの規模におおよそ区分することができる。住

居規模の判明している3軒は、③にあたり、③に当

たる住居の規模はおおよそ7．2～8．0mである可能性

が高い。この場合、柱間の長辺の2．2～2．5倍が住居

の長軸長であることから、①は4．4～5．0m前後、②

は長軸長6．0～6．8m前後、④は長軸長8．6m前後であ

る可能性が高い。

使用された柱について　蒲ケ谷原遺跡の竪穴住居

に使用された柱について考えておきたい。竪穴住居

長辺（m）柱間
4

3．8

3．6

3．4

3．2

3

2．8

2．6

2．4

2．2

2

●　　　　　　 ●

●

5　　　　　　6　　　　　　7　　　　　　8　　　　　　9

住居長軸（m）

第64図　蒲ケ谷原遺跡竪穴住居柱間と住居規模の関係

18軒の柱穴の規模は最小で約0．25mであることから、短辺（m）

これよりも細い柱が利用された可能性が高く、柱穴

が丸いことから直径20cm程度の丸太が使用された可

能性が高いだろう。

ここで、樹種同定（第Ⅲ章第2節4参照）の結果

をみると、SBO7・08で採集した炭化材は、ハイノキ

属、SB15から採集したそれは、ヒサカキ、ヒノキで

ある。このうちヒサカキ、ハイノキ属のミミズバイ

は相良町周辺の現在の植生（相良町1993）と一致し

ており、原生林を使用した可能性が高いだろう。一

方、ヒノキは現在の主要な植生ではなく、直接は比

較できないが、蒲ケ谷原遺跡では手近なヒノキ、ヒ

サカキ、ミミズバイなどの樹木を柱として使用して

竪穴住居を構築していた可能性が高い。

4．0

3．5

3．0

2．5

2．0

1．5

1．0

0．5

0．0

●

●

●

●

●

●

●

●

0　　　　1　　　　2　　　　3　　　　　4　　　　　5

長辺（m）

第65図　蒲ケ谷原遺跡竪穴住居柱間規模比較図
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蒲ヶ谷原遣跡・大溝遣跡の評価

住居の平面形について　蒲ヶ谷原遺跡で出土した竪穴住居のうち、平面形態が判明するものはすべて

楕円形（小判形）であった。蒲ヶ谷原遺跡で出土した18軒のうちの形態が判明したものは3軒であり、

推測の域を出ないが、主柱穴の配置方法を考慮すると、大部分が楕円形の住居であった可能性が高い。

ここでは遠江の弥生時代の竪穴住居と比較してみよう。

袋井市鶴松遺跡の事例を中心に遠江の弥生時代の竪穴住居の平面形態を概観した松井一明氏によれば、

遠江においては、弥生中期中葉に方形であったものが、中期後葉には楕円形（長楕円形）に変化し、後

期前半には楕円形の住居が減少するとともに、隅丸長方形が出現し増加する。後期後半には円形あるい

は隅丸方形に変化し、古墳時代前期には方形となることが指摘されている（松井1992）。また、炉の位置

も住居の中央にあったものが、後期後半には、住居の隅に偏る傾向にあることが指摘されている。

蒲ヶ谷原遺跡は中央に近い位置に炉を有する楕円形住居であり、松井氏の指摘と比較すると中期後半

～後期前半の住居とすることができる。蒲ケ谷原遺跡で出土した弥生土器は中期後半～後期前半に位置

づけることができることから、その証左となり、松井氏の指摘する東遠江の様相と合致するといえ、ひ

いては天竜川以東の東日本の同時期の竪穴住居の平面形態の動向と軌を一にしている（松井1992）。

梁間（m）
4．5

4

3．5

3

2．5

2

1．5

1

0．5

0

●　　 ●

● ●

●

●

●

0　　　　1　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　5　　　　　6

桁行（m）

第66図　蒲ケ谷原遺跡掘立柱建物規模比較図

（2）掘立柱建物について（第66図）

規模について　掘立柱建物は8棟確認すること

ができ、1×1間1棟（1×2間の可能性あり）、

1×2間6棟、1×3間1棟であり、大型の建物

は存在しない。これらの建物の桁行と梁間の相関

関係を示したのが第66図である。第66図をみると

8棟の掘立柱建物には規模差が確認でき、①桁行

4m以下、梁間3m未満の建物と、②（丑以上の建

物に区分することができる。建て替えられたSHO3・

04、SHO5・06、SHO7・08はほぼ同規模で建て替え

られている。

使用された柱について　蒲ケ谷原遺跡の掘立柱

建物の柱穴は、最小のもので約0．3mであり、これ

よりも細い柱が使用されていた蓋然性が高く、柱

穴が竪穴住居と同じく円形であることから、直径

25cm程度の丸太が使用された可能性が高い。柱穴からみると、竪穴住居よりもやや太い柱が使用された

可能性がある。柱には竪穴住居と同様、遺跡周辺の原生林が利用されたと推測する。

（3）竪穴住居と掘立柱建物の関係

柱穴のみで竪穴住居と想定したSB05やSBlOなどを楕円形の竪穴住居として復元したもの（註10）を第

67図に示した。第67図にみられるように、竪穴住居18軒と掘立柱建物8棟には重複関係があり、柱穴は

多数確認できるものの、明確な区画の指標となる柵列などが確認できないため竪穴住居と掘立柱建物の

関係は不明である。しかし、5箇所に掘立柱建物が確認でき、竪穴住居がおおよそ6～7箇所に重複し

て分布していることから、おおよそ竪穴住居1～2軒に対し、掘立柱建物1棟で構成されていた可能性

が高い。

この場合には、SB12あるいはSB15とSHO8、SB16とSHO5・SHO6、SBlOとSHO3・04などが、関連性が高い

といえようか。
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蒲ヶ谷原遺跡の評価

第67図　蒲ケ谷原遺跡竪穴住居復元配置図

（4）蒲ケ谷原遺跡の遺構の変遷

重複関係　竪穴住居は、SBO6～SB08の3軒が重複関係にあり、最低2回は建て替えが行われたことが

判明し、さらにSB08の後、SH02が築造されている。SB06とSH02は重複関係にないことから、同時期に併

存していた場合、SBO7・08周辺では最低2回の建て替えが行われていたことが判明する。また、同じよ

うにSBOl～03は重複関係にあり、築造順序は明確ではないが、最低2回の建て替えが行われたことが判

明する。さらにSB13・14・17も重複関係にあり、最低2回の建て替えが行われたことが判明する。SB15

（古）、SB15（新）、SB18も重複関係にあり、これも2回の建て替えが行われている。したがって、蒲ヶ

谷原遺跡の竪穴住居は多いもので2回建て替えられている。

一方、掘立柱建物8棟のうちSH03とSHO4、SH05とSHO6、SH07とSH08が重複関係にある。したがって、

これらの3箇所では建て替えが行われたことが明らかであり、掘立柱建物は最低1回の建て替えが行わ

れたことが判明する。なお、SHO3、SHO5、SH08は主軸方位が一致しており、同時期に建てられた可能性

が高い。
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蒲ケ谷原遺跡・大清遺跡の評価

白　　SBO7　　　　SB15（古）

式　　SHO2

《　》は築造順推定

第68図　蒲ケ谷原遺跡遺構変遷図

SBO2

l　《SHO3》　SHO6

sBOl一一十＋
l　《SHO4》　SHO5

時期は（推定）

したがって、蒲ケ谷原遺跡では、弥生中期後半

でも古い時期から後期前半までの間に竪穴住居は

2回程度、掘立柱建物は1回の建て替えが行われ

たことが判明する。つまり、竪穴住居が2回建て

替えられたのに対し、掘立柱建物は1回の建て替

えだったと想定できる。これは、竪穴住居1～2

軒に対し、掘立柱建物が1棟であることも証左と

なり、この結果6～7軒の竪穴住居（6家族）が

2回建て替えられ18軒に、4～5棟の掘立柱建物

が1回建て替えられて8棟になったとするのが妥

当であろう。

時期区分　時期が判明するものは、第68図に示したように、SBO7・08、SH02で、SBO7（中期後半）→

sBO8（中期末～後期前半）→SHO2（後期前半）であり、SB15（古）（中期後半）→SB15（新）（中期末～

後期前半）とV）う変遷が判明しており、蒲ケ谷原遺跡の遺跡変遷は1段階＝中期後半、2段階＝中期末

～後期前半、3段階＝後期前半と考えることができる。

自然科学分析との比較SB15で採集した炭化材は紀元前40～1年前後、SB15の壁構内から出土した炭

化材は紀元前85～55年と分析結果が出た（57・58頁）。これは、SB15が建て替えが行われたことを実証し

てV）るといえよう。SBO7・08から出土した炭化材は紀元前90～60年との分析結果がでており、SB15の壁

溝から出土した炭化材の年代に近く、SB07とSB15（古）は弥生時代中期後半である可能性が掛）だろう。

ただし、今回の結果は、遠江で考えられてV）る弥生時代中期から後期の年代観よりも50～100年程度古

い年代を示す結果となっている。ここで注目すべきは小笠町川田・東原田遺跡である。この遺跡から出

土した弥生時代後期とされる独立棟持柱建物（SHlO）の柱根の分析結果が紀元前150～西暦50年に位置づ

けられており（小笠町教委2001）、これ（後期）が西暦50年に近いと仮定すると、中期は紀元前後以前と

なり、おおよそ蒲ケ谷原遺跡の自然科学分析と一致する。しかし、これも現在の考古学的に導き出され

た弥生時代の年代観とは年代的な開きがあるといえる。

筆者には、放射性炭素14分析を肯定的・批判的に検討することができないため、今後は他遺跡の状況

を含めて、土器編年を中心に導き出された年代観と比較・検討する必要がある。また、放射性炭素14の

分析が進む九州や近畿地方の弥生時代の遺跡との比較も重要となってくるであろう。

2　遺物について

（1）弥生土器について

蒲ケ谷原遺跡からは、白岩式土器～菊川式土器が出土している。蒲ケ谷原遺跡から出土した土器を、

それぞれの特徴から時空間的位置づけを考えておきたい。

器種構成蒲ケ谷原遺跡から出土した弥生土器は壷、台付嚢・嚢、高杯、鉢、深鉢（あるV）は平底襲，

以下深鉢）である。しかし、遺跡の遣存状況が良好ではないことから、完全には実情を示しているとは

いえないが、出土器種の中で、高杯は2点、鉢1点、深鉢は1点と非常に少ない。一方、壷は口緑部と

底部で数えて21点（破片を含めれば30点以上）、台付賓は口縁部と台部で数えて11点と、他の器種と比較

して、多いといえ、主要器種は壷と台付襲（賓）であったといえよう。また、白岩式段階では、高杯は

出土しておらず、壷、鉢、深鉢、嚢で構成され、菊川式段階になって、高杯が出現している。
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第69図　蒲ケ谷原遺跡出土弥生土器比較図

したがって、蒲ケ谷原遺跡では、中期後半（白岩式段階）は壷が主体で、後期前半（菊川式段階）は

壷と台付嚢が主体で、どちらの時期も高杯、鉢、深鉢は客体的といえよう。

時期的位置づけ　蒲ケ谷原遺跡から出土した弥生土器のうち白岩式土器（註11）を、第69図上段にま

とめた。器種としては、壷、鉢、深鉢（襲？）がこれにあたる。壷は上げ底で、頸部～胴部にかけて櫛

措横線文→縦線（垂下）文を多用している（53など）。この文様は萩ケ谷正宏氏分類の丁字文複帯B類に

位置づけることができ、白岩式でも古い要素とされる（萩ケ谷2000）。また、頭部や胴部の調整は櫛状工

具による条痕文（54など）やミガキが施されている。

したがって、これらの土器はその特徴から萩ケ谷氏編年白岩式1段階（様相1）に位置づけることが

可能である（萩ヶ谷2000）。この時期の遺跡としては、磐田市野際遺跡E地点2号土坑、同権現山遺跡1・

2号方形周溝墓、袋井市～掛川市に渡る山下遺跡SX14、菊川町鹿島遺跡SZ3・SZ6が挙げられており（萩ヶ

谷2000）、これらの遺跡に併行すると推測する。・
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蒲ヶ谷原遣跡・大溝遣跡の評価

一方、下段に図示したのは、白岩式から菊川式への移行期に当たる土器群である。このうち81は菊川

式土器である。壷、高杯、台付嚢が出土している。

菊川式の指標とされる壷の口緑部の折り返しや、頭部の太頸化、刺突文・縄文を施文することなどは

菊川式の特徴を備えている。台付嚢が11点以上出土している。これらは、球胴であり、頭部は緩やかな

「く」字形を呈しており、菊川式古段階の様相を示している。さらに、81や62は、縄文を多用しており、

菊川式の様相と合致する。しかし、壷21は、太頸化しているものの、口縁部は僅かな折り返しに留まっ

ており、高杯38も、接合部に羽状文を施さず、口縁部が明瞭な鍔状となっていないことなど、菊川式で

もそれほど新しくなし灘相といえよう。つまり、これらから下段の土器は白岩式～菊川式古段階の移行

期あるいは菊川式古段階に位置づけることができよう。

また、下段左側に図示したものは、形態は駿河の有東式に近いが、無文の傾向があることから、白岩

式～菊川式の移行期に位置づけ、右側の白岩式～菊川式古段階と併行すると考えるのが妥当であろう。

系譜　SB15から出土した白岩式の壷（39）はへラ状工具による横線文の間に研磨を施しており、三河

の瓜郷式の様相を呈しており、その地域の影響を受けているといえる。

第69図下段左側に示した4点は駿河の有東式土器の形態的特徴を備える。まず、壷（22）は頸部がや

や膨らむ点や、SBO7・08から出土した壷（20）は底部から胴部の形状などが大井川以東の弥生時代中期

の有東式土器の影響を受けたと推測できる○これと類似する土器が静岡市能島遺跡や川合遺跡から出土

している。壷（19）も底部から胴部への立ち上がりが、有東式土器に近い形状を呈する。

一方、SB15から出土した高杯（38）は脚部に縦ミガキ調整を施しており、菊川式でも西遠江の山中式

土器の影響を窺うことができる。

したがって、蒲ケ谷原遺跡出土の弥生土器は、白岩式段階では西遠江以西の影響を受け、菊川式古段

階では、西遠江地域の影響を受けたものと、駿河の有東式土器の影響を受けてV）るものが確認でき、白

岩式、菊川式土器という東遠江の様式を維持しながらも、近接する西遠江と駿河地域の影響を受けてい

る。つまり、弥生土器からみると、駿河湾を介して駿河地域との関係を持ち、陸上、遠州灘を介して西

遠江以西の地域との関係を有していたものと考えることができる。

（2）剥片石器について

蒲ケ谷原遺跡では、自然礫を打ち欠き、板状にされた剥片が6点出土している。これらは板状に打ち

割られ、刃状にされており、さらに加工を加えれば刃部として機能すると想定できる。また、SB02の貯

蔵穴SFOlから4点まとめて出土しているものの、この4点の母石は出土しておらず、単純に母石から割

れて剥片になったわけではなく、剥片が住居内に置かれていたことになる。したがって、単純に剥片と

規定することはできず、なんらかの用途をもった石材として保持していたと推測できる。この形状から

みると、石包丁などの代わりとして用いられた剥片石器である可能性が高いだろう。

剥片石器は、SBO2（4点）、SBO7・08（1点）、SB15（2点）から出土してV）る。残存状況が良好な竪

穴住居から出土しており、各住居が使用のため保有していたとするのが妥当であろう0

3　蒲ケ谷原遺跡の位置づけ

（1）居住人数

竪穴住居の重複関係を考慮すると、存続の期間に2回の建て替えや重複が確認できることから、単純

に3で割ると、同時期に竪穴住居6軒、掘立柱建物3棟が併存していたことになり、竪穴住居1軒に5

人居住していたとすれば、今回の調査区約1，100Idに30人程度が居住してV）た可能性が高い。ただし、重

複関係のない住居も確認することができることから、その場合を考慮すると、最大で竪穴住居9軒が併
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存していた可能性があり、45人程度が居住していた可能性がある。この場合には、1，100I肩の中に、竪穴

住居が軒を連ねるような状態となってしまうため、やはり竪穴住居6軒程度（6家族）が併存し、30人

前後が居住していたと考えるのが妥当であろう。

また、蒲ケ谷原遺跡の北西側に平坦地が広がることから、集落はさらに大きかった蓋然性が高く、集

住度も高いことから、大規模集落であった可能性を想定できる。

（2）丘陵上に経営された遺跡

蒲ヶ谷原遺跡は、周囲よりも小高い丘陵の先端に占地しており、地下水が湧き出すような場所はなく、

水を確保するためには、平地部まで降らなければならなかったであろう。したがって、通常の生活には

やや不向きな面がある。

したがって、戦争に備えて高地に登ったかどうかは別問題として、今回の調査区は周囲が崩落し、さ

らに住居の周囲が茶樹の改植のためかなり深くまで掘削されているため、住居群を取り囲むような大型

の溝などは確認できなかったが、蒲ケ谷原遺跡は周囲との境界が明確な小高い尾根上に集落を営むこと

で、周囲との隔絶性を増し、その場に住む集団のまとまりを意識し、堅固なものとする目的をもって営

まれたとも推測できよう。

（3）周辺の遺跡との関係

蒲ケ谷原遺跡は弥生時代中期後半～後期前半に営まれた集落であり、また他の出土遺物からみると、

縄文時代早期後半と中期にも集落が所在した可能性が高い。蒲ケ谷原遺跡の変遷を第70図に図示した。

ここでは、周辺の遺跡に正式調査された遺跡が少なく様相が不明瞭である現状で、周辺の遺跡との動向

を考え併せ、蒲ヶ谷原遺跡の位置づけについて見ておきたい。
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第70図　南遠地域東部における主な遺跡の変遷
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蒲ケ谷原遣跡・大清遺跡の評価

縄文時代　蒲ケ谷原遺跡に初めて人為が及んだのは、縄文時代早期であり、粕畑式土器が出土してお

り、遺構は出土しなかったが、居住が行われていた可能性が高い。縄文時代前期の遣物は出土していな

いことから、早期段階で一旦放棄されたと推測できる。この時期には、蒲ケ谷原遺跡に対峠する御前崎

の丘陵上に星ノ糞遺跡が営まれる。星ノ糞遺跡はほぼ前期で断絶している。

一方、中期になると再び、蒲ケ谷原遺跡に人影が見え隠れする。時期は特定できないものの大型の石

棒が出土していることから、この時期に位置づけるのが妥当であろう。居住が行われていたか明瞭では

ないが、なんらかの人為が及んでいたことは明らかである。

しかし、後・晩期における人為の痕跡は不明である。また、蒲ケ谷原遺跡の周辺の遺跡の時期が明瞭

ではないが、法恩庵坂遺跡や鎮守山遺跡が縄文時代の遺跡として周知されている。

したがって、縄文時代は、長期にわたって継続的に営まれた遺跡は少ないことが予想でき、各時期で

居住地を移動しながら、生活を営んでいた可能性が高い○その中で、蒲ケ谷原遺跡は最も早く人為が及

んでおり、これは駿河湾と遠州灘を結ぶルートの要衝にあったためと考えることができる。そして何ら

かの理由で、一旦放棄された後、中期になって再びこの地に人影が戻ってきたといえるだろう。

弥生時代　蒲ケ谷原遺跡の周辺では弥生時代に位置づけられる遺跡が幾つか周知されている。しかし、

当遺跡周辺では、蒲ケ谷原遺跡が最も早く形成されている。弥生時代中期後半に平地を見渡す丘陵上に

集落が形成され、後期前半まで継続的に営まれている〇一万、蒲ケ谷原遺跡から北西に2・5km離れた討Il

流域の山田遺跡（旧浜岡町）では、弥生時代後期後半～古墳時代中期まで営まれている。

したがって、弥生時代も居住地を変えながら、生活を営んでいた可能性が高く、蒲ケ谷原遺跡は弥生

時代中期後半に集落が形成され、遺跡数が増加する後期後半には放棄され、近接する法恩庵坂遺跡など

へ移り住んだ可能性が掛）といえる。蒲ケ谷原遺跡は、遠州灘沿いから駿河湾の海岸沿いに牧之原台地

を抜けるルートの中間地点（要衝）に位置する遺跡と言え、このような地理的要因から、この場所に占

地されたと想定でき、それは土器の様相（第2項（1）参照）にも如実に現れているといえる。

第2節　大溝遺跡の評価

大溝遺跡は、2棟の掘立柱建物が出土したが、遺構に伴う遣物がなく、時期を直接決定することがで

きない。確認調査時に出土した須恵器杯身（第4図1・2）がこの建物の試掘溝からの出土であり、SHOl・

02は古墳時代終末期前半、7世紀前半まで遡る可能性がある。

また、この他、確認調査対象地の斜面上部Tr．19・20、Tr．6よりも斜面下位にあるTr・9から山茶碗や

かわらけが出土しており、周囲に鎌倉時代以降の遺跡が所在することは明らかである。

大溝遺跡から北側に尾根を一筋挟んだ萩間川流域は、縄文時代から近世まで継続して人為が及んでい

る一方、相良町南部から御前崎にかけても縄文時代から近世までの遺跡が知られている。大溝遺跡が所

在する須々木地区は、海岸沿いの丘陵上に向田古墳（第20図90）、上ノ山古墳（同91）や須々木遺跡（同

92）など数遺跡が周知されるに過ぎず、駿河湾沿岸から尾根を挟んで内側に入ると、人為が継続的には

及んでいなかったことが遺跡の分布からも明らかであった。

しかし、大溝遺跡の発見により、萩間川や駿河湾を直接望まない内地部分でも古墳時代終末期以降鎌

倉時代まで断続的に集落が営まれていたことが明らかとなった意義は大きい0周囲に遺跡が少ないこと

は、生活や居住の場所としてはそれほど適している場所とは考えにくく、今後は、このような人為がそ

れほど及んでいない場所に築かれた集落の位置づけについて考える必要がある。新田開発などに伴う集

落と考えることも可能であるが、このような遺跡の類例の増加を侯ちたい。
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第Ⅴ章　結語

蒲ケ谷原遺跡は、縄文時代早期、中期、弥生時代中期後半～後期前半に営まれた集落遺跡である。

蒲ケ谷原遺跡は南遠地域東部、榛原郡南部において本格的に調査が実施され、様相が明らかになった

初めての弥生時代の遺跡である。今までは採集資料も少なく、この地域の弥生時代の様相はまったく不

明と言っていいような状況であった。相良町の東西である旧浜岡町や榛原町では、南谷遺跡や、西川遺

跡、白髭遺跡などの資料によりある程度様相は判明していたが、弥生時代中期となると資料が少なく、

様相は不明であった。

しかし、今回の蒲ケ谷原遺跡の調査により、弥生時代中期後半には榛原郡と小笠郡の境にある地域で

集落が営まれていたことが判明し、この集落の竪穴住居の形態は東遠江の様相と同様であることが判明

した。また、弥生土器は、西の地域と、東の地域両方からの影響を受けており、蒲ケ谷原遺跡を経営し

た集団は、東遠江、御前崎を挟んで遠州灘と駿河湾に挟まれるという地理的状況と同じく、西の文化と

東の文化の両方を受け入れ、折衷させるような集団であったと考えることができる。

一方、大清遺跡は、須々木川上流の緩斜面に形成された集落遺跡であり、2棟の掘立柱建物が出土し

た。時期は特定できないが、古墳時代終末期～鎌倉時代の一時期の建物と推測できる。

大溝遺跡は、萩間川、駿河湾を直接望まない、海岸線から内陸に入った位置で確認された初めての集

落遺跡であり、古墳時代終末期～鎌倉時代にかけて断続的に営まれていた集落と考えることができる。

しかし、周囲には遺跡はなく、通常の遺跡とは考えにくく、単純に生活を営むために集落を構えたとす

るよりは、何か別の目的を持った集団が営んだ集落といえるのではなかろうか。今後は、このような遺

跡の少ない場所に営まれた集落の類例を調査し、大溝遺跡が形成された意味を考える必要があろう。

30　蒲ケ谷原遺跡出土叩石
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註

1袋井市教育委員会　松井一明氏のご教示による。

2　相良町教育委員会　中川律子・松下善和氏のご教示による。

3　相良町教育委員会　中川律子・松下善和氏のご教示による。
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5　石材の鑑定は、静岡大学名誉教授　伊藤通玄先生のご鑑定による。

6　以下、他の主柱穴のみ確認した竪穴住居も同様の理由により、住居の形状は円形よりも楕円形の可能性を想定した。
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図版11蒲ケ谷原遺跡 SHO3・04
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図版19　蒲ケ谷原遺跡 SB15・SDO3
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図版21蒲ヶ谷原遺跡・大溝遺跡
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